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 東芝 Bi-CMOS集積回路  シリコン  モノリシック 

TB1253AN 
 
NTSC 1 Chip (IF + VCD processor) IC 
 
 

TB1253ANは NTSC方式の TV用信号処理 ICです。PIF、SIF、
ビデオ、クロマ、同期偏向部から構成されています。偏向処理では V
および EWの歪み補正が可能です。 
 
特特特特  長長長長 

IFブロックブロックブロックブロック 
• インタキャリア方式 
• デジタル AFT 
• タンクコイルレス PIF VCO (自動調整) 
• ナイキストバズリデューサ 
• タンクコイルレス音声 FM復調 
 

VIDEOブロックブロックブロックブロック 
• Video SW内蔵 
• CCD MCU用ビデオモニタ出力 
• C-Trapフィルタ内蔵 
• 黒伸長、DL-アパコン型シャープネス 
• 速度変調出力 
 

CHROMAブロックブロックブロックブロック 
• BPF内蔵 
• Fsc出力 (デジタルコムフィルタ対応) 
• 肌色補正 
 

TEXTブロックブロックブロックブロック 
• 外部 YCbCr/YUV入力対応 
• ベースバンドティントコントロール 
• アナログ RGB入力対応 
• ACBシステム 
• Ys/Ym (BUS切り替え、ハーフトーン対応) 
 
偏向処理ブロック偏向処理ブロック偏向処理ブロック偏向処理ブロック 

• H-VCO内蔵 
• 2AFCシステム 
• H/V 位相コントロール、H曲がり補正 
• 垂直偏向ひずみ補正 
• EW補正 (上下独立コントロール) 
 

 

 
 

質量: 5.55 g (標準) 
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ブロック図ブロック図ブロック図ブロック図 
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端子機能端子機能端子機能端子機能 

番号 端子名称 端子説明 インタフェース回路 

1 SIF/H Corr IN 2’nd SIF信号とHコレクションの入力端
子です。 

 

 

2 IF VCC (5 V) IFの VCC端子です。5 Vを印加してくだ
さい  

3 VCO Adj Filter PIF VCO 自動調整用のフィルタ端子で
す。 

 

 

4 Audio OUT 音声出力端子です。 

この端子から FM検波信号が出力されま
す。 

出力信号のレベルは、BUSで制御 (audio 
ATT) できます。 
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番号 端子名称 端子説明 インタフェース回路 

5 AFT OUT AFT出力端子です。  

0~5 V (センタ 2.5 V) を出力します。 

AFT出力インピーダンスは 50 kΩ (typ.) 
です。 

 

 

6 

7 

IF IN 

IF IN 

IF信号の入力端子です。 

差動入力で使用します。 

標準入力電界は 90dBµV、入力インピー
ダンスは 1.5 kΩです。 

 

 

8 IF AGC IF AGCフィルタの接続端子です。  
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番号 端子名称 端子説明 インタフェース回路 

9 RF AGC RF AGC の出力 (オープンコレクタ出
力) 端子です。ノイズ除去のため、コン
デンサを接続してください。 

 

 

10 X’tal 3.579545 MHz 水晶発振子の接続端子で
す。Chroma検波の基準発振/HOUTの周
波数制御/AFT の基準周波数他として使
用します。 

 

 

11 APC Filter クロマ復調用 APC フィルタの接続端子
です。 

端子電圧は VCXO の周波数を制御しま
す。 
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番号 端子名称 端子説明 インタフェース回路 

12 CW OUT 750 m Vp-p (typ.) の fscの連続波を出力
します。 
エミッタフォロアを付けることを推奨し
ます。 

 

 

13 YC VCC (5 V) Y/C回路の VCC端子です。 

5 Vを接続してください。 
 

14 

15 

16 

R OUT 

G OUT 

B OUT 

R/G/B信号の出力端子です。 

スルーレートを上げたい場合は 2 kΩ以
上の抵抗を対GNDに接続してください。 

 

 

17 YC GND Y/C回路の GND端子です。  

18 SVM OUT SVMの出力端子です。 

出力インピーダンスを下げたい場合は、
5~10 kΩ程度の抵抗を対 GND に接続し
てください。 

 

 

19 Ys/Ym IN 外部アナログRGBと内部RGBの高速切
り替え SWです。Ymレベル (0.74~3.30 
V typ.)で、ハーフトーンの内部 RGB 信
号が出力されます。 
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番号 端子名称 端子説明 インタフェース回路 

20 

21 

22 

EXT R IN 

EXT G IN 

EXT B IN 

外部アナログ RGB信号入力端子です。 

コンデンサを介して入力してください。
この容量でクランプをします。100 Ω以
下の出力インピーダンスで入力してくだ
さい。 

この入力に対し、ブライトネス (内部信
号に対するブライトネスと連動 ) と
RGB コントラストコントロールが可能
です。 また、ABL/ACL コントロールも
可能で、BUS により制御の ON/OFF を
切り替えることができます。 

(入力レベル 0.7 Vp-p/100 IRE) 

 

 

23 RGB VCC (9 V)  RGB回路の VCC端子です。 

9 Vを印加してください。 
 

24 SCL I2C BUSクロックの入力端子です。  

 

25 SDA I2C BUSデータの入出力端子です。  
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番号 端子名称 端子説明 インタフェース回路 

26 EHT IN EHTの入力端子です。 

EW/Vの制御量はBUSでコントロールし
ます。 

EHT 補正機能を使用しない場合はこの
端子を YC VCC5 Vに接続してください。 

 

 

27 IK IN ACB のカソード電流検出用入力端子で
す。 

また、ACBを使用しない場合はこの端子
を RGB VCC9 Vに接続してください。し
きい値電圧は 8 Vです。 

 

 

28 ABCL IN ABL/ACLの入力端子です。 

5.5~6.0 Vの範囲で動作します。ACLに
対する ABLのカーブを BUSで設定可能
です。 

また、EXT RGB信号への制御のON/OFF
を BUSで設定可能です。 

 

 

29 EW OUT EW OUTの出力端子です。 

出力極性は、“谷” です。 

 

 

 

30 Dig VDD デジタル回路の VDD端子です。 

H VCC (9 V) 電源を 270 Ωの抵抗を介し
て印加してください。内部で約 3.3 Vに
レギュレートされます。 

 
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番号 端子名称 端子説明 インタフェース回路 

31 FBP IN 
/GP OUT 

FBP入力端子です。 

また、IC内部から Gate Pulseを出力し
ます。 

 

 

32 X Ray X線放射防止のための入力端子です。 

FBTでの異常電圧検出信号を入力してく
ださい。 

入力電圧が Highのとき、H発振を止め、
Ｈ出力が Lowになります。 

また、入力された High 電圧を保持する
ため保持電流が出力されます。150 kΩの
抵抗を対 GNDに接続してください。 

 

 

33 Sync OUT 同期分離された Sync出力端子です。 
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番号 端子名称 端子説明 インタフェース回路 

34 H OUT 水平パルスの出力端子です。  

 

35 H AFC Filter H AFC-1 Filter接続端子です。 

端子電圧は H VCOの周波数を制御しま
す。 

 

 

36 H VCC (9 V) DEF回路の VCC端子です。 

9 Vを印加してください。 
 

37 V Ramp V-RAMP発生のためのコンデンサ接続端
子です。0.47 µF のコンデンサを接続し
てください。 

V.RAMP 振幅は V.AGC によって一定に
保たれます。 
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番号 端子名称 端子説明 インタフェース回路 

38 V OUT 垂直パルスの出力端子です。 

出力極性は、右上がりです。 

 

 

 

39 Dig GND デジタル回路の GND端子です。  

40 CVBS OUT 内部 Video SWで選択された入力信号の
出力端子です。 

端子45/47の入力がVideo SW、6dB Amp
後、出力されます。 
(出力レベル 2 Vp-p/140IRE) 

 

 

41 Black Det Filter 黒伸張用の黒ピークホールドコンデンサ
接続端子です。 

本端子電圧により黒伸長 gain が決まり
ます。 

黒伸張のON/OFFおよび動作ポイントは
BUSで設定可能です。 
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番号 端子名称 端子説明 インタフェース回路 

42 Chroma IN クロマ信号の入力端子です。(バースト振
幅: 標準 286 mVp-p) 

また、この端子の入力 DC を read BUS
で読み出すことで、S 端子入力のありな
しの判定に使用可能です。 

 

 

43 

44 

V IN 

U IN 

U/V信号の入力端子です。 

カップリングコンデンサを介して入力し
てください。このコンデンサをクランプ
で使用していますので、低インピーダン
ス (100 Ω以下) で入力してください。 

U/V 入力に対し、ベースバンド TINT を
行うことができます。 

 

 

45 CVBS Ext IN Video SWの外部 Video入力端子です。 

(入力レベル 1 Vp-p/140 IRE)  
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番号 端子名称 端子説明 インタフェース回路 

46 APL Det Filter 直伝補正 (APL) 検出用コンデンサを接
続する端子です。 

直伝補正率はバスでコントロール可能で
す。 

直伝補正を使用しない場合はこの端子を
オープンにしてください。 

 

 

47 CVBS Int IN Video SWの TV入力端子です。 

(入力レベル 1 Vp-p/140 IRE) 

 

 

48 Y Clamp Filter 内部 Video SW後の Y信号をクランプす
るための端子です。 

0.1 µF のコンデンサを接続してくださ
い。 

 

 

49 HVCO Adj 内部 HVCO自動調整用 DAC出力を安定
化するためのフィルタ端子です。 

対 GNDに 0.22 µFもしくは 0.33 µFを
接続してください。 

 

23 

17 

47 

 

13 
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48 

1 kΩ 

1 kΩ 

13 

17 

46 
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番号 端子名称 端子説明 インタフェース回路 

50 DC NF Filter SIF 検波の DC フィードバック用コンデ
ンサの接続端子です。 

 

 

51 De-Emph SIF 検波のディエンファシスコンデンサ
接続端子です。2200 pFのコンデンサで
接地してください。 

US/JPN 音多を使用の場合は、2200 pF
のかわりに 33 pFを接続してください。 

 

 

52 V Ref 内部バイアスのフィルタ接続端子です。  

 

53 IF VCC (9 V) IFの VCC端子です。9 Vを印加してくだ
さい。  

53 

56 

50 

2 

56 

52 

53 

56 

51 
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番号 端子名称 端子説明 インタフェース回路 

54 Loop Filter PIF PLL用ループフィルタの接続端子で
す。 

端子電圧は PIF VCO の周波数を制御し
ます。 

 

 

55 IF Det OUT PIF検波出力端子です。 

(出力レベル 2.2 Vp-p) 

 

 

56 IF GND IFの GND端子です。  
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バスコントロールマップバスコントロールマップバスコントロールマップバスコントロールマップ 

書き込みモード書き込みモード書き込みモード書き込みモード 

スレーブアドレススレーブアドレススレーブアドレススレーブアドレス: 88 HEX  

Sub 
Addr. 

D7 
MSB D6 D5 D4 D3 D2 D1 

D0 
LSB Preset 

00 WPL Uni-Color 0000 0000 

01 B.B. Brightness (TV/text) 0100 0000 

02 C Trap Color 0100 0000 

03 Sharp P F Coring Sharpness 0010 0000 

04 F ID ID Sens RGB Contrast 0010 0000 

05 Y Mute TINT/Baseband Tint (linked) 1100 0000 

06 RGB Mt. Audio Att. 1000 0000 

07 CD Matrix B-Y Att. R-Y Att. Sub Contrast 0000 1000 

08 Auto Flesh UV SW UV/CbCr Color-γ DC Rest. Black Stretch 0000 0000 

09 Video SW BPF/TOF RGB ABCL ABL Start Point ABL Gain 1000 0000 

0A IF Freq. Buzz * SVM Ph. SVM Gain γ Point 0000 0000 

0B AFT Sens AFT Mute RF AGC 0000 0000 

0C R Cut Off 0000 0000 

0D G Cut Off 0000 0000 

0E B Cut Off 0000 0000 

0F Drive R/G G/R Drive Gain 0100 0000 

10 BLK SW B Drive Gain 0100 0000 

11 V Linearity V S Correction 1000 1000 

12 V AGC Vertical Size 0100 0000 

13 AFC Gain V Centering 0010 0000 

14 Horizontal Position Vertical Position 1000 0000 

15 Vertical Freq. Horizontal Size 0010 0000 

16 V Stop Stand-by EW Parabola Corr. 0010 0000 

17 V 48 Hz (注 3) EW Trapezium Corr. 0110 0000 

18 EW Corner Corr. TOP V EHT 1000 0000 

19 EW Corner Corr. Bottom H EHT 1000 0000 

1A H BLK Noise Det Level Caption V BLK Upper V BLK Lower 0000 0000 

1B ACB Pulse Phase ACB SW Screen (注 1) 0000 0000 

1C Test (注 2) 0000 0000 

注 1: アドレス 1Bの D1、D0は、“1”、“1” で使用してください。 

注 2: アドレス 1Cの D7-D0は、すべて “0” で使用してください。 

注 3: アドレス 17の D6は、“1” で使用してください。 
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読み出しモード読み出しモード読み出しモード読み出しモード (注注注注 4) 

 D7 D6 D5 D4 D3 D2 D1 D0 

R0 POR IF Lock H Lock V Pulse Killer C IN DC AFT 

R1 ACB 
Overflow 

ACB Start ACB OK V STD PIF-VCO 
Error Det 

Noise Det IF Level * 

注 4: 電源投入時の Houtについて 

 H-VCC (9 V)を立ち上げてから約 100 ms後に一度 Readしてください。 

 Read前は、約 20 kHzの Hパルスが出力され、Readされると正規周波数である 15.734 kHzの Hパルスが出
力されます。 

 

バス機能説明バス機能説明バス機能説明バス機能説明 

書き込みモード書き込みモード書き込みモード書き込みモード  

PIFブロックブロックブロックブロック 

Controls Bits Descriptions Preset 

IF Freq. 

Sub; 0A h 

1 IF Frequency selection 

0: 45.75 MHz (US) 1: 58.75 MHz (JPN) 

0 

Buzz 

Sub; 0A h 

1 Buzz reducer ON/OFF switch 

0: ON 1: OFF 

0 

RF AGC 

Sub; 0B h 

6 RF AGC delay point  

01: 65dBµV 3F: 100dBµV  

00: IF MUTE  Stops Demodulation 

00 

AFT Mute 

Sub; 0B h 

1 AFT Mute Switch  

0: Normal 1: AFT defeat (mute) 

0 

AFT Sens. 

Sub; 0B h 

1 AFT sensitivity 

0: 110 kHz/V 1: 28 kHz/V 

0 

 
SIFブロックブロックブロックブロック 

Controls Bits Descriptions Preset 

Audio Att. 

Sub; 06 h 

7 Audio Attenuator  

00: Mute 01: below −85dB ~7F: 0dB 

00 
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ビデオブロックビデオブロックビデオブロックビデオブロック 

Controls Bits Descriptions Preset 

Sharp P F 

Sub; 03 h 

1 Sharpness peak frequency selection 

0: 3.2 MHz 

1: 4.0 MHz 

0 

Sharpness 

Sub; 03 h 

6 Sharpness control  peak: 3.2 MHz/4.0 MHz 

00: below −12dB ~3F: 12dB 

20 

DC Rest. 

Sub; 08 h 

2 DC Restoration control 

00: OFF (100%) 01: 85% 

10: 110% 11: 120% 

00 

Black Stretch 

Sub; 08 h 

2 Set the black stretch start point 

00: OFF 01: 25 IRE 

10: 35 IRE 11: 45 IRE 

00 

γ point 

Sub; 0A h 

2 Set the non linear γ curve for Y signal 

00: OFF 01: 90 IRE 

10: 80 IRE 11: 70 IRE 

00 

C Trap 

Sub; 02 h 

1 Chroma trap filter for Y input 

Y/C独立入力の場合は C Trap OFF、CVBS入力の場合は C Trap ONで必ず使用して
ください。 

0: OFF  for separated Y/C inputs   

1: ON  for CVBS inputs 

0 

WPL 

Sub; 00 h 

1 White Peak Limiter Switch   

0: ON 1: OFF 

0 

SVM Phase 

Sub; 0A h 

1 SVM phase 

0: −60 ns 1: −100 ns 

0 

SVM Gain 

Sub; 0A h 

1 SVM output gain 

00: 0dB 01: 4dB 10: 9dB 11: OFF 

00 

Coring 

Sub; 03 h 

1 ON/OFF Sharpness coring  

0: ON 1: OFF 

0 
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クロマブロッククロマブロッククロマブロッククロマブロック 

Controls Bits Descriptions Preset 

TINT 

Sub; 05 h 

7 Tint control (demo/baseband linked) 

00: −38 deg ~7F: 38 deg 

40 

CD Matrix 

Sub; 07 h 

2 Set the relative phase&amplitude 

00: Mode1 (90 deg) 01: Mode2 (93 deg)  

10: Mode3 (105 deg) 11: Mode4 (105 deg) 

00 

B-Y Att. 

Sub; 07 h 

1 B-Y Attenuation SW 

0: Normal 1: Attenuated 

0 

R-Y Att. 

Sub; 07 h 

1 R-Y/B-Y Gain SW 

0: Normal 1: −0.03 

0 

BPF/TOF 

Sub; 09 h 

1 Select chroma BPF frequency response 

0: BPF  for EXT input 1: TOF for RF input 

0 

ID Sens 

Sub; 04 h. 

1 killer sensitivity for digital comb filter 

0: Normal 1: Low 

0 

F ID 

Sub; 04 h 

1 Forced Killer OFF 

0: Normal 1: Always Color ON 

0 

 
テキストブロックテキストブロックテキストブロックテキストブロック 

Controls Bits Descriptions Preset 

Uni-Color 

Sub; 00 h 

7 Uni-Color control  

00: −3.8dB ~7F: 14.5dB 

00 

Brightness 

Sub; 01 h 

7 Brightness control  

00: 1.4 V ~7F: 3.9 V (pedestal level) 

40 

Color 

Sub; 02 h 

7 Color control  

00: −20dB or less ~7F: 6.5dB 

40 

Auto Flesh 

Sub; 08 h 

1 Auto Flesh tone control Switch 

0: OFF 1: ON 

0 

RGB Contrast 

Sub; 04 h 

6 Contrast control for RGB input  

00: −4.5dB ~3F: 14.5dB 

20 

UV SW 

Sub; 08 h 

1 External UV Switch 

0: Internal UV 1: External UV (CbCr) 

0 

CbCr/UV 

Sub; 08 h 

1 External CbCr/UV input Switch 

0: UV input 1: CbCr input 

0 

Sub-Contrast 

Sub; 07 h 

4 Sub Contrast control   

0: −2.7dB ~F: 2.1dB  

8 

ABL Start Point 

Sub; 09 h 

2 Selecting ABL start point  

00: 0 V 01: −0.18 V 10: −0.31 V 11: −0.48 V 

00 

ABL Gain 

Sub; 09 h 

2 ABL Gain control  

00: −0.44 V 01: −0.81 V 10: −1.22 V 11: −1.47 V 

00 

B.B. 

Sub; 01 h 

1 Blue Back Switch 

0: OFF 1: ON (50 IRE) 

0 

Color γ 

Sub; 08 h 

1 ON/OFF the color γ 

0: OFF 1: ON 

0 
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Controls Bits Descriptions Preset 

RGB Cutoff 

Sub; 0C-0E h 

8 R, G, B Cutoff control  

00: −0.65 V ~FF: 0.66 V 

00 

Drive R/G 

Sub; 0F h 

1 Selecting the reference axis for Drive control 

0: R 1: G  

0 

G/R Drive Gain 

Sub; 0F h 

7 G/R Drive gain control  

00: −5.5dB ~7F: 3.0dB 

40 

B Drive Gain 

Sub; 10 h 

7 B Drive gain control 

00: −5.5dB ~7F: 3.0dB 

40 

BLK 

Sub; 10 h 

1 Horizontal and Vertical blanking for RGB outputs 

0: Blanking ON (normal mode)   

1: Blanking OFF 

0 

ACB Pulse 

Sub; 1B h 

4 ACB reference pulse position 

0: near Sync F: far from Sync  

0 

ACB SW 

Sub; 1B h 

1 ACB ON/OFF switch 

0: OFF 1: ON 

0 

Screen 

Sub; 1B h 

1 Screen volume adjustment mode (in ACB mode only) 

0: Normal ACB mode 1: Screen adjustment mode 

0 

Y Mute 

Sub; 05 h 

1 ON/OFF the Y MUTE 

0: OFF  1: ON 

1 

RGB Mute 

Sub; 06 h 

1 ON/OFF the RGB mute  

0: OFF 1: ON 

1 

RGB ABCL 

Sub; 09 h 

1 ON/OFF the ABL/ACL for Ext. RGB 

0: ON 1: OFF 

0 
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偏向ブロック偏向ブロック偏向ブロック偏向ブロック 

Controls Bits Descriptions Preset 

Vertical Position 

Sub; 14 h 

3 Vertical Position control by delaying the V-ramp timing 

0: 0H ~7: 7H 

0 

Horizontal Position 

Sub; 14 h 

5 Horizontal Position control 

00: −3 µs ~1F: 3 µs 

10 

V Freq. 

Sub; 15 h 

2 Vertical frequency pull-in mode selection 

00: Normal 

01: Forced 262.5 H Stops V-synchronization 

10: Forced 263 H Stops V-synchronization 

11: sync 

00 

V Freq.48 Hz 

Sub; 17 h 

1 0: OFF (normal) 1: ON 0 

AFC Gain 

Sub; 13 h 

2 Select AFC gain 

00: Normal  

01: 1/3 sensitivity 

10: X2 sensitivity at V blanking period 

11: AFC OFF 

00 

Noise Det Level 

Sub; 1A h 

2 Select Noise Det Level 

00: 200 mV 

01: 150 mV 

10: 100 mV 

11: 50 mV 

00 

V Stop 

Sub; 16 h 

1 0: OFF 

1: ON 

0 

V AGC 

Sub; 12 h 

1 V AGC sensitivity 

0: Normal 1: X 5 

0 

Caption In 

Sub; 1A h 

1 Caption-In function ON/OFF SW 

0: OFF (normal) 1: ON 

0 

V BLK Upper/Lower 

Sub; 1A h 

2 Select upper/lower V Blanking (muting) width 

00: Normal 

01: 92% 

10: 89% 

11: 86% 

00 

H BLK SW 

Sub; 1A h 

1 H Blanking ON/OFF SW 

0: OFF (normal)  1: ON 

0 

Vertical Size 

Sub; 12 h 

7 Vertical size alignment  

00: −47% ~7F: 47%  

40 

Vertical Centering 

Sub; 13 h 

6 Vertical centering alignment  

00: −21.5% ~3F: 20.5%  

20 

V Linearity 

Sub; 11 h 

4 V linearity alignment 

0: −10.5% ~F: 10.5% 

8 

V-S Corr. 

Sub; 11 h 

4 V-S correction 

0: −11.5% ~F: 22% 

8 

V.EHT 

Sub; 18 h 

3 Adjust the sensitivity for V EHT 

0: 0% ~7: 9% 

0 
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Controls Bits Descriptions Preset 

H.EHT  

Sub; 19 h 

3 Adjust the sensitivity for H EHT 

0: 0% ~7: 9% 

0 

H Size 

Sub; 15 h 

6 Adjust the H size by biasing the EW DC voltage  

00: 1.5 V ~3F: 6.5 V 

20 

EW Parabola 

Sub; 16 h 

6 Adjust the EW amplitude 

00: 0.0 Vp-p ~3F: 2.7 Vp-p 

20 

EW Trapezium 

Sub; 17 h 

6 Adjusting EW trapezium 

00: −13% ~3F: 13% 

20 

EW Corner Top 

Sub; 18 h 

5 Adjust upper EW corner 

00: −1.3 V 1F: 1.3 V 

10 

EW Corner Bottom 

Sub; 19 h 

5 Adjust lower EW corner 

00: −1.3 V 1F: 1.3 V 

10 

 
Video SWその他その他その他その他 

Controls Bits Descriptions Preset 

Video SW  

Sub; 09 h 

2 Video input selecting switch  

00: TV (CVBS) 10: TV (Y) + C in 

01: EXT (CVBS) 11: EXT (Y) + C in 

10 

Stand-by Mode 

Sub; 16 h 

1 Stand by mode 

0: Normal 

1: IF (working if block, I2CBUS and 3.58 MHzVCXO) 

Condition of “1”: Y Mute = “1” * RGB Mute = “1” 

0 

TEST 

Sub; 1C h 

8 For testing 0 
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読み出しモード読み出しモード読み出しモード読み出しモード 

Item Bits Description 

POR 1 Power on reset 

0: Normal 1: Resister Preset 

IF Lock Det 1 IF lock detection 

0: Lock out 1: Lock in 

H Lock Det 1 Horizontal lock detection 

0: Lock out 1: Lock in 

V Pulse 1 Internal V pulse detection 

0: Not detected 1: detected 

IF level 1 IF AGC gain detection 

0: High gain 1: Low gain 

Monitoring the IF AGC level to detect if the IF input level is weak or not.  

AFT 2 AFT status 

00: Lock OUT 01: too high 

10: too low 11: Good 

ACB Overflow 1 0: not overflow 1: overflow 

ACB Start 1 0: not started 1: started 

ACB OK 1 0: unstable 1: stable 

V STD/Non −Std 1 0: non-standard V freq. 1: Standard V freq. 

PIF VCO error detect 1 0: Normal 1: error detected 

C-in DC 1 The DC voltage on C input terminal. It is for detecting the S-jack switch 

0: Open 1: Low 

Killer 1 0: identified  1: not identified 

Noise Det 1 0: not detected 1: detected 
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I
2
Cバスコントロールフォーマット概要バスコントロールフォーマット概要バスコントロールフォーマット概要バスコントロールフォーマット概要 

開始･終了条件開始･終了条件開始･終了条件開始･終了条件 

 

 
 
ビット転送ビット転送ビット転送ビット転送 

 
 
確認応答確認応答確認応答確認応答 

 

SDA 

SCL 

SDAを変化させてもよい SDAは変化させない 

SDA 

SCL S 

開始条件 

P 

終了条件 

トランスミッタ
からの SDA 

レシーバからの
SDA 

マスタからの
SCL 

The transmitter releases the SDA line (HIGH) 
during the acknowledge clock pulse. 

S 1 9 

Clock pulse for acknowledgment 

8 

The receiver has to pull down the 
SDA line (LOW) during the 
acknowledge clock pulse. 
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Data Transmit Format 1 

 

Data Transmit Format 2 

 

Data Received Format 

 
At the moment of the first acknowledge, the master transmitter becomes a master receiver and the slave receiver 

becomes a slave transmitter. This acknowledge is still generated by the slave. 
The Stop condition is generated by the master. 

 
(* important) The data read from THIS IC should always be completed in whole two words, not one word, 

otherwise the IICBUS may cause error. 
 

Optional Data Transmit Format: Automatic Increment Mode  

 
In this transmission methods, data is set on automatically incremented sub-address from the specified 

sub-address. 
 

Purchase of TOSHIBA I2C components conveys a license under the Philips I2C Patent Rights to use these 
components in an I2C system, provided that the system conforms to the I2C Standard Specification as defined by 
Philips. 
 

7ビット 8ビット 8ビット 

MSB MSB MSB 

S スレーブアドレス 0 A サブアドレス A Transmit data A P 

S: 開始条件 A: Acknowledge P: 終了条件 

S スレーブアドレス 0 A サブアドレス A Transmit data 1 A  

 サブアドレス A Transmit data n A P 

7ビット 8ビット 

MSB MSB 

S スレーブアドレス 1 A Received data 01 A Received data 02 A P 

7ビット 7ビット 8ビット 

MSB MSB MSB 

S スレーブアドレス 0 A 1 サブアドレス A Transmit data 1 1  Transmit data n A P 

8ビット 

MSB 
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相対位相振幅マトリクス相対位相振幅マトリクス相対位相振幅マトリクス相対位相振幅マトリクス (sub adr: 07hのののの D7-D6) 

R-Y/B-Y G-Y/B-Y  B-Y Att. 
(07h D5) 

R-Y Att. 
(07h D4) Phase (deg) Gain Phase (deg) Gain 

0 0 90 0.58 240 0.33 

0 1 90 0.56 240 0.33 

1 0 90 0.66 243 0.36 
Mode1 

1 1 90 0.63 243 0.36 

0 0 93 0.82 240 0.32 

0 1 93 0.79 240 0.32 

1 0 93 0.93 243 0.35 
Mode2 

1 1 93 0.89 243 0.35 

0 0 105 0.83 247 0.27 

0 1 105 0.80 247 0.27 

1 0 105 0.94 250 0.30 
Mode3 

1 1 105 0.90 250 0.30 

0 0 105 0.81 237 0.32 

0 1 105 0.78 237 0.31 

1 0 105 0.92 240 0.34 
Mode4 

1 1 105 0.89 240 0.34 
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Hワイドブランキングワイドブランキングワイドブランキングワイドブランキング (sub adr: 1A、、、、1 bit) 

Hワイドブランキングパルスのタイミングは下図のとおりです。 
 

 
 

図図図図 D1 

2.02 µs 2.08 µs (29.10%) (29.10%) 2.02 µs 2.08 µs 

1.5 µs 4.7µs 4.7µs 1.5 µs 4.7µs 4.7µs 

100% 
26.33 µs 

100% 
26.33 µs 

有効走査線幅 
52.66 µs 

WIDE 
H-BLK 
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Vワイドブランキングワイドブランキングワイドブランキングワイドブランキング (ミューティングミューティングミューティングミューティング) (sub adr: 1A、、、、Upper/Lower 各各各各 2 bits) 

Vブランキング (ミューティング) パルスのタイミングは下図のとおりです。 
 

 
 
図のように、TOPおよび BOTTOMの位置を各 2 bitで任意に可変できます。 

 
 
字幕字幕字幕字幕 In機能機能機能機能 (sub adr: 1A、、、、1 bit) 

Vのこぎり波における圧縮開始ポイントおよび圧縮率は下図のとおりです。 
 

 
 

121 H 
(100%) 

121 H 
(100%) 

0 H 20 H LINE数 有効走査線数 
242 H 

垂直帰線期間 
20 H 

14H 3 H 3 H 14H 3 H 3 H 

垂直帰線期間 
20 H 

TOP調整 bit 

262 H 
0 H 

260 H 19 H 
00 

 
NORMAL 

260 H 29 H 
01 

92% BLK 
7% OVER SCAN 

260 H 33 H 
10 

89% BLK 
11% OVER SCAN 

260 H 37 H 
11 

86% BLK 
14% OVER SCAN 

BOTTOM調整 bit 
19 H 260 H 

00 
 
NORMAL 

19 H 253 H 
01 

92% BLK 
7% OVER SCAN 

19 H 249 H 
10 

89% BLK 
11% OVER SCAN 

19 H 245 H 
11 

86% BLK 
14% OVER SCAN 

図図図図 D2 

65% 

100% 

100% 

5% 

図図図図 D3 
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最大定格最大定格最大定格最大定格 (Ta ==== 25°C) 

項 目 記 号 定 格 単位 

電    源   電   圧    (9 V VCC) VCC max9 12 V 

電    源   電   圧    (5 V VCC) VCC max5 8 V  

最 大 消 費 電 力 PD max  1980 (注 5) mW 

入 力 端 子 電 圧 Vin GND − 0.3~VCC + 0.3 V 

動 作 保 証 温 度 Topr −20~65 °C 

保 存 温 度 Tstg −55~150 °C 

注 5: Ta = 25°C以上で使用する場合は、1°Cにつき 15.9 mW減じてください 
 

Ta-PD Curve (on a PCB) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
使用上の注意使用上の注意使用上の注意使用上の注意 

1. 本製品はサージ電圧に弱いため、取り扱いには十分ご注意ください。 
2. 本製品は CRT から発生する高電界によって、リーク不良などによる誤動作を起こす可能性があります。IC の設
置位置を CRTから十分に放して (20 cm以上) 設置してください。もし十分な距離が確保できない場合は、シー
ルド板で遮蔽してください。 

3. 本製品は、電源の立ち下げ時、水平出力ストップ回路の ON/OFF しきい値電圧 (5 V 付近) で水平出力波形が不
安定になる可能性がありますのでご注意ください。 

4. 外部 YUV (YcbCr) 入力モードでは、内部色差モード (コンポジットビデオ入力もしくは Y/C入力) に対し、RGB
出力の DCレベルにオフセットがあります (電気的特性のテキストブロック参照) ので、ホワイトバランスを取る
ためにはカットオフデータをシフトする必要があります。 

 
動作電源電圧動作電源電圧動作電源電圧動作電源電圧 

端子番号 端子名称 最小 標準 最大 単位 備考 

2 IF VCC (5V) 4.75 5 5.25 V  

13 Y/C VCC (5V) 4.75 5 5.25 V  

23 RGB VCC (9 V)  8.55 9 9.45 V  

30 DIGITAL VDD (3.3 V) 3.1 3.3 3.5 V  

36 H VCC (9 V) 8.55 9 9.45 V  

53 IF VCC (9 V) 8.55 9 9.45 V  
 

Atmosphere temperature  Ta  (°C) 

0 

Po
w

er
 d

is
si

pa
tio

n 
 P

D
  

(m
W

) 

65 150 

1980 

1349 
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電気的特性電気的特性電気的特性電気的特性 

消費電流消費電流消費電流消費電流 

端子番号 端子名称 記号 条 件 最小 標準 最大 単位 

2 IF VCC (5 V) Icc2 Supply 5 V 18 23 28 mA 

13 Y/C VCC (5 V) Icc13 Supply 5 V 56 70 84 mA 

23 RGB VCC (9 V)  Icc23 Supply 9 V 11 15 19 mA 

30 DIGITAL VDD (3.3 V) Icc30 Supply 3.3 V 16 20 24 mA 

36 H VCC (9 V) Icc36 Supply 9 V 18 23 28 mA 

53 IF VCC (9 V) Icc53 Supply 5 V 7 9 11 mA 

    

直流特直流特直流特直流特性性性性 (VCC ==== 9 V&5 V, VDD ==== 3.3 V, Ta ==== 25°C) 

端子番号 端子名称 記号 条 件 最小 標準 最大 単位 

1 H CORR/SIF IN V1  2.4 3.0 3.6 V 

4 AUDIO OUT  V4  2.7 3.2 3.7 V 

5 AFT OUT  V5  2.0 2.5 3.0 V 

6 IF IN V6  1.2 1.8 2.4 V 

10 X’TAL (3.58 MHz)  V10  3.6 3.9 4.2 V 

11 APC FILTER  V11   3.2  V 

12 CW OUT V12  1.1 1.3 1.5 V 

14 R OUT  V14  2.1 2.5 2.9 V 

15 G OUT V15  2.1 2.5 2.9 V 

16 B OUT  V16  2.1 2.5 2.9 V 

18 SVM OUT V18  2.7 3.0 3.2 V 

20 EXT. R IN  V20  1.8 2.3 2.8 V 

21 EXT. G IN V21  1.8 2.3 2.8 V 

22 EXT. B IN  V22  1.8 2.3 2.8 V 

28 ABCL IN  V28  5.6 6.0 6.3 V 

35 H AFC FILTER  V35   6.8  V 

40 CVBS OUT V40  0.8 1.0 1.2 V 

42 C IN V42  2.2 2.5 2.8 V 

43 Cr IN V43  2.0 2.5 3.0 V 

44 Cb IN V44  2.0 2.5 3.0 V 

45 CVBS EXT IN V45  1.9 2.2 2.5 V 

46 APL DET FILTER V46   1.7  V 

47 CVBS INT IN V47  1.9 2.2 2.5 V 

48 Y CLAMP FILTER V48   2.5  V 

52 V REF V52   2.5  V 

54 LOOP FILTER  V54   2.5  V 

55 IF DET OUT V55  4.8 5.3 5.8 V 
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交流特性交流特性交流特性交流特性 (特に指定のない場合特に指定のない場合特に指定のない場合特に指定のない場合, VCC = = = = 9 V&5 V, VDD ==== 3.3 V, Ta ==== 25°C) 

PIFブロックブロックブロックブロック 

項 目 記 号 
測定
回路 測 定 条 件 最小 標準 最大 単位 

P I F   入   力   感   度 Vin min (p)   42 45 dBµV 

P I F   最   大   入   力   感   度 Vin max (p)  100 107  dBµV 

P I F   入   力   可   変   幅 ∆RAGC (p)  

P1 

61 65 69 dB 

I F  A G C   電   圧   ( m e a n ) V8mean  2.8 3.1 3.4 V 

I F  A G C   電   圧   ( m a x ) V8max  7 7.3  V 

I F  A G C   電   圧   ( m i n ) V8min  

P2 

 2.6  V 

RF AGC  最  大  出  力  電  圧 VAGC max  8.6 8.8  V 

RF AGC  最  小  出  力  電  圧 VAGC min  
P3 

  0.5 V 

RF AGC ディレーポイント (最小) V dly min   65  dBµV 

RF AGC ディレーポイント (mean) V dly mean   85  dBµV 

RF AGC ディレーポイント (最大) V dly max  

P4 

 105  dBµV 

P I F   入   力   抵   抗 Zin R (p)   1.5  kΩ 

P I F   入   力   容   量 Zin C (p)  
P5 

 3.8  pF 

微 分 ゲ イ ン DG   2.0 5.0 % 

微 分 位 相 DP  
P6 

 2.0 5.0 ° 

9 2 0  k H z    ビ    ー    ト I 920  P7 42 45  dB 

映 像 検 波 出 力 振 幅 V det (p)  P8 2 2.2 2.4 V 

映       像       S / N S/N (p)  P9 52 55  dB 

同 期 先 端 レ ベ ル Vsync  P10 2.5 2.8 3.1 V 

無 入 力 信 号 レ ベ ル VIF  P11 5.0 5.3 5.7 V 

映 像 出 力 周 波 数 特 性 fdet (p)  P12 7 9  MHz 

搬 送 波 抑 圧 比 CR  50 55  dB 

2 次 高 調 波 抑 圧 比 HR  
P13 

50 55  dB 

PIF VCO フリーラン周波数 (USA) fFRU  45.5 45.75 46.1 MHz 

PIF VCO フリーラン周波数 (JPN) fFRJ  
P14 

58.5 58.75 59.1 MHz 

P L L 引 き 込 み 周 波 数  ( 上 側 ) ∆fpH (p)  1.6 1.8  MHz 

P L L 引 き 込 み 周 波 数  ( 下 側 ) ∆fpL (p)  
P15 

 −1.8 −1.6 MHz 

VCO V-F    制    御    感    度 β  P16 1.7 2.0  MHz/V 

A FT    感    度    (急峻モード ) SAFT (S)   28  kHz/V 

A FT    感    度    (緩慢モード ) SAFT (G)  
P17 

 110  kHz/V 

AFT   最   大   出   力   電   圧 VAFT max  4.4 4.8  V 

AFT   最   小   出   力   電   圧 VAFT min  
P18 

 0.2 0.5 V 

AFT   セ    ン    タ    電    圧 VAFT Def  P19 2.2 2.5 2.8 V 

A F T    出    力    抵    抗 RAFT  P20 40 50 60 kΩ 
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SIFブロックブロックブロックブロック 

項 目 記 号 
測定
回路 測 定 条 件 最小 標準 最大 単位 

リ ミ ッ テ ィ ン グ 感 度 Vin lim (s)  S1  35  dBµV 

AMR AMR  S2 50 60  dB 

音 声 出 力 レ ベ ル Vdet (s)  400 500 650 mVrms 

音    声    出    力    S / N S/N (s)  55 60  dB 

音 声 出 力 歪 率 THD  

S3 

 0.3 1.0 % 

音   声   離   調   特   性   H igh FAUDIOH  130 170  kHz 

音   声   離   調   特   性   L o w FAUDIOL  
S4 

 −350 −300 kHz 

音 声 出 力 抵 抗 RAUDIO  S5 27 34 41 kΩ 

オーディオアッテネータ利得 (max) G att max  −2 0 2 dB 

オーディオアッテネータ利得 (mid) G att mid  −19 −15 −11 dB 

オーディオアッテネータ利得 (min) G att min  

S6 

−99 −85  dB 

オーディオアッテネータオフセット ∆VOS att  S7   50 mV 

 
ビビビビデオブロックデオブロックデオブロックデオブロック 

項 目 記 号 測定
回路 測 定 条 件 最小 標準 最大 単位 

INT VYCLPINT 1.9 2.2 2. 5 C V B S 入力 

ペ デ ス タ ル 

レ ベ ル EXT VYCLPEXT 
 V1 

1.9 2.2 2.5 
V 

INT  DRYINT 0.95 1.0  C V B S 入力 

ダイナミック 

レ ン ジ EXT DRYEXT 
 V2 

0.95 1.0  
Vp-p 

GCVBSINT  6.0  
CVBS ゲイン 

INT  

EXT GCVBSEXT 
 V3 

 6.0  
dB 

CTINT-EXT   −50 ビ デ オ S W 

クロストーク 

INT → EXT 

EXT → TV CTEXT-INT 
 V4 

  −50 
dB 

Y ト ー タ ル ゲ イ ン GY  V5 4.5 5 5.5  

Y 周 波 数 特 性 fY  V6 5.0   MHz 

Y 遅延時間 

Y/C 入力 Comb-BPF 

Y/C  入   力   TOF 

CVBS  入  力  BPF 

CVBS  入  力  TOF 

tYDEL1 

tYDEL2 

tYDEL3 

tYDEL4 

 V7 

350 

350 

450 

350 

500 

500 

650 

500 

650 

650 

850 

650 

ns 

VBRTMAX 3.5 3.9 4.3 

VBRTCEN 2.1 2.5 2.9 ブライトネスコントロール特性 

VBRTMIN 

 V8 

1.0 1.4 1.8 

V 

GUCYMAX 12.5 14.5 16.5 

GUCYCEN 7.7 9.7 11.7 ユ ニ カ ラ ー コ ン ト ロ ー ル 特 性 

GUCYMIN 

 V9 

−5.8 −3.8 −1.8 

dB 

GSCONMAX 1.1 2.1 3.1 
サブコントラストコントロール特性 

GSCONMIN 
 V10 

−3.7 −2.7 −1.7 
dB 

シ ャ ー プ ネ ス ピ ー ク 周 波 数 1 FSHP1 2.8 3.2 3.6 MHz 

シ ャ ー プ ネ ス ピ ー ク 周 波 数 2 FSHP2 
 V11 

3.6 4.0 4.4 MHz 
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項 目 記 号 
測定
回路 測 定 条 件 最小 標準 最大 単位 

GSHMAX 10.5 12 13.5 

GSHCEN −1.5 0 1.5 シャープネスコントロール特性 

GSHMIN 

 V12 

−30 −12 −10.5 

dB 

VYγ 70 67 70 73 

VYγ 80 77 80 83 Y - γ 補 正 ス タ ー ト ポ イ ン ト 

VYγ 90 87 90 93 

IRE 

Y - γ    補    正    ゲ    イ    ン GYγ 

 V13 

 −5  dB 

シ ャ ー プ ネ ス コ ア リ ン グ 特 性 GCOR  V14 −4.5 −3 −1.5 dB 

黒 伸 長 ア ン プ ゲ イ ン GBLEX 1.0 1.3 1.6  

VBLEX 25 21 25 29 

VBLEX 35 30 35 38 黒 伸 長 ス タ ー ト ポ イ ン ト 

VBLEX 45 

 V15 

39 45 47 

IRE 

A P L 出 力 イ ン ピ ー ダ ン ス RAPL  V16 37 50 63 kΩ 

VDCREST1 80 85 90 

VDCREST2 95 100 105 

VDCREST3 105 110 115 

直 流 伝 送 率 

補 正 ゲ イ ン 

1 

2 

3 

4 VDCREST4 

 V17 

115 120 125 

IRE 

W P L     レ     ベ     ル VWPS  V18 95 105 115 IRE 

ク ロ マ ト ラ ッ プ 周 波 数 fCTRAP  V19 3.4 3.6 3.8 MHz 

ク ロ マ ト ラ ッ プ ゲ イ ン GTRAP  V20  −25 −20 dB 

Y - ハ ー フ ト ー ン 減 衰 量 GHTY  V21 −6.5 −6 −5.5 dB 

SVM  ピ   ー   ク   周   波   数 fVM  V22 3 4 5 MHz 

GVM0 −2.0 0 2.0 

GVM1 1.8 3.8 5.8 S V M     ゲ     イ     ン 

GVM2 

 V23 

7.0 9.0 11.0 

dB 

S V M Ys  ミュート  し  き  い  値 VVMM  V24 2.8 3.1 3.4 V 

TVMMON 0 50 100 
S V M  Y s ミュート応答遅延時間 

TVMMOFF 
 V25 

0 50 100 
ns 

TVM1 −70 −60 −50 
SVM  位  相 

1 

2 TVM2 
 V26 

−110 −100 −90 
ns 
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クロマブロッククロマブロッククロマブロッククロマブロック 

項 目 記 号 
測定
回路 測 定 条 件 最小 標準 最大 単位 

VACCL  35 56 
A C C     特     性 

VACCH 
 C1 

600 1000  
mVp-p 

f0T 4.15 4.56 5.02 MHz 
T O F   特   性 

fo 

Q QT  1.94   

f0B 3.24 3.56 3.92 MHz 
B P F   特   性 

fo 

Q QB 

 C2 

 2.16   

tCDELB 460 660 860 

tCDELT 380 550 720 C 遅 延 時 間 

BPF 

TOF 

Comb-BPF tCDELS 

 C3 

380 550 720 

ns 

Y / C 遅 延 時 間 差 ∆tY/C   −60 0 60 ns 

出力振幅 VCOLMAX 1.72 2.15 2.58 Vp-p 

max GCOLMAX 4.0 6.5 8.0 
カ ラ ー コ ン ト 

ロ ー ル 特 性 
min GCOLMIN 

 C4 

  −20 
dB 

ユ ニ カ ラ ー コ ン ト ロ ー ル 特 性 GUCCMIN  C5 −21 −18.5 −16 DB 

max ∆θCWT 32 42 52 
T I N T   特   性 

min ∆θCWT 
 C6 

−52 −42 −32 
deg 

R/B VR/B1 0.47 0.56 0.67 
相対振幅 Mode1 

G/B VG/B1 0.28 0.33 0.40 
 

R/B VR/B2 0.65 0.78 0.94 
相対振幅 Mode2 

G/B VG/B2 0.27 0.32 0.38 
 

R/B VR/B3 0.68 0.81 0.97 
相対振幅 Mode3 

G/B VG/B3 0.23 0.27 0.32 
 

R/B VR/B4 0.65 0.78 0.94 
相対振幅 Mode4 

G/B VG/B4 

 C7 

0.26 0.31 0.37 
 

R-B θR-B1 86 91 96 
相対位相 Mode1 

G-B θG-B1 233 240 247 
deg 

R-B θR-B2 89 94 99 
相対位相 Mode2 

G-B θG-B2 233 240 247 
deg 

R-B θR-B3 98 103 108 
相対位相 Mode3 

G-B θG-B3 240 247 254 
deg 

R-B θR-B4 98 103 108 
相対位相 Mode4 

G-B θG-B4 

 C8 

230 237 244 
deg 

∆f3APCP+ 500 800 2000 
A P C 引 き 込 み 周 波 数 範 囲 

∆f3APCP− 500 800 2000 
Hz 

∆f3APCH+ 500 800 2000 
APC  保  持  周  波  数  範  囲 

∆f3APCH− 

 C9 

500 800 2000 
Hz 

APC    制     御     感     度 βAPC  C10 0.69 1.26 1.95 Hz/mV 

I D   感   度   (ノーマルモード ) VIDON 1.5 3.0 6.0 mVp-p 

I D   感   度   ( l o w モ ー ド ) VIDLON 
 C11 

3.7 7.5 15 mVp-p 

CW     出     力     振     幅 VCW  C12 0.4 0.8 1.2 Vp-p 

ハ ー フ ト ー ン 減 衰 量  ( C 系 ) GHTC  C13 −6.7 −6.0 −5.3 dB 
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テキストブロックテキストブロックテキストブロックテキストブロック 

項 目 記 号 
測定
回路 測 定 条 件 最小 標準 最大 単位 

V - B L K パ ル ス 出 力 レ ベ ル VVBLK 0.1 0.67 1.1 V 

H - B L K パ ル ス 出 力 レ ベ ル VHBLK 
 T1 

0.1 0.67 1.1 V 

RGB 出力黒レベル  (0  I RE DC) VBLACK  T2 2.2 2.5 2.8 V 

RGB 出力白レベル (100 IRE AC) VWHITE  T3 3.1 3.7  Vp-p 

VCUT+ 0.55 0.66 0.79 
カ ッ ト オ フ 調 整 可 変 幅 

VCUT− 
 T4 

−0.78 −0.65 −0.54 
V 

GDR+ 2.0 3.0 4.0 
ド ラ イ ブ 調 整 可 変 幅 

GDR− 
 T5 

−7.5 −5.5 −4.0 
dB 

VABCLH 5.7 6.0 6.3 
ABCL  制   御   電   圧   範   囲 

VABCLL 4.08 4.38 4.68 
V 

A C L     ゲ     イ     ン GACL 

 T6 

−22.5 −20.5 −18.5 dB 

VABLP0 −0.12 0 0.12 

VABLP1 −0.32 −0.18 −0.08 

VABLP2 −0.42 −0.31 −0.18 
A B L ス タ ー ト ポ イ ン ト 

VABLP3 

 T7 

−0.62 −0.48 −0.28 

V 

VABLG0 −0.64 −0.44 −0.24 

VABLG1 −1.01 −0.81 −0.61 

VABLG2 −1.42 −1.22 −1.02 
A B L     ゲ     イ     ン 

VABLG3 

 T8 

−1.67 −1.47 −1.27 

V 

アナログ RGB ダイナミックレンジ DRTX  T9 0.7 0.93  Vp-p 

max GTXCMAX 13.0 14.5 16.0 

cent. GTXCCEN 8.0 9.5 11.0 
アナログ R G B 

コントラスト特性 
min GTXCMIN 

 T10 

−6.0 −4.5 −3.0 

dB 

max VTXBRMAX 3.03 3.64 4.37 

cent. VTXBRCEN 2.01 2.41 2.89 
アナログ R G B 

ブ ラ イ ト 特 性 
min VTXBRMIN 

 T11 

1.01 1.21 1.45 

V 

VYM 0.5 0.74 0.98 アナログ R G B モードスイッチ 
し き い 値 VYS 

 T12 
3.0 3.3 3.6 

V 

τRYS  45 110 

tPRYS  55 110 

τFYS  35 110 
アナログ R G B モード伝達特性 

tPFYS 

 T13 

 45 110 

ns 

クロストーク (アナログ RGB → TV) CTTX-TV  T14  −55 −40 dB 

クロストーク (TV → アナログ RGB) CTTV-TX  T15  −55 −40 dB 

∆θBBTMAX 28 38 48 
ベ ー ス バ ン ド T I N T 特 性 

∆θBBTMIN 
 T16 

−48 −38 −28 
deg 

∆VR-G  −10  

∆VG-B  2  ア ナ ロ グ R G B 出 力 軸 間 差 

∆VB-R 

 T17 

 8  

mV 

R ∆VR −90 −40 10 

G ∆VG −28 22 72 内部/外部色差間 RGB
出力 DC オフセット 

B ∆VB 

 T18 

−90 −40 10 

mV 
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DEFブロックブロックブロックブロック 

項 目 記 号 
測定
回路 測 定 条 件 最小 標準 最大 単位 

A F C    停    止    期    間 TAFCOFF  D1  260 − 
10  H 

H O U T  発  振  開  始  電  圧 VHON  D2 5.1 5.4 5.7 V 

H O U T  パ ル ス デ ュ ー テ ィ WHOUT  D3 38.5 40.5 42.5 % 

水 平 自 走 発 振 周 波 数 fHFR  D4 15.585 15.734 15.885 kHz 

max fHMAX 16.200 16.400 16.600 水平発振周波数 

可 変 範 囲 min fHMIN 
 D5 

14.900 15.200 15.500 
kHz 

水 平 発 振 周 波 数 制 御 感 度 βHAFC  D6 2.0 2.5 3.0 Hz/mV 

∆fHPH 600   
水 平 引 き 込 み 周 波 数 範 囲 

∆fHPL 
 D7 

  −600 
Hz 

VHOUTH 4.1 4.5 4.9 
H O U T       電       圧 

VHOUTL 
 D8 

 0.1 0.25 
V 

水 平 発 振 周 波 数 V C C 依 存 性 ∆FHVCC  D9 −20 0 20 Hz/V 

PHFBP+ 13   
AFC2    保     持     範     囲 

PHFBP− 
 D10 

  −0.5 
µs 

PHHPOS+ 2.8 3.3 3.8 
水 平 位 相 可 変 範 囲 

PHHPOS− 
 D11 

−3.8 −3.3 −2.8 
µs 

PHHCOR+ 0.8 1.1 1.3 
水 平 曲 が り 補 正 制 御 範 囲 

PHHCOR− 
 D12 

−1.3 −1.1 −0.8 
µs 

A F C - 2   パ  ル  ス  し  き  い  値 VAFC2  D13 3.2 3.5 3.8 V 

H - B L K   パ  ル  ス  し  き  い  値 VHBLK  D14 0.8 1.3 1.6 V 

ワ   イ   ド   H-BLK   位   相 ∆WWHBLK  D15 91.5 92 92.5 % 

VNDET1 200 230 260 

VNDET2 150 170 190 

VNDET3 100 120 140 
ノ イ ズ 検 出 レ ベ ル 

VNDET4 

 D16 

50 70 90 

mV 

ゲ ー ト パ ル ス 開 始 位 相 PHGP 2.8 3.0 3.2 µs 

ゲ ー ト パ ル ス 幅 WGP 
 D17 

2.0 2.2 2.4 µs 

垂 直 発 振 開 始 電 圧 VVON  D18 6.2 6.5 6.8 V 

垂 直 発 振 自 走 周 波 数 FVFR  D19 55 60 65 Hz 

ゲ ー ト パ ル ス V マ ス ク 期 間 TGPM  D20  260 − 
10  H 

垂 直 停 止 時 の V - r a m p  D C VNOVRAMP  D21 4.8 5.0 5.2 V 

FVPAUL  223.5  
垂直引き込み周波数範囲  ( A u t o ) 

FVPAUH  294.5  
H 

FVPSYNCL  223.5  
垂直引き込み周波数範囲  (SYNC) 

FVPSYNCH  296.5  
H 

FVP48L  223.5  
垂直引き込み周波数範囲  (48 Hz) 

FVP48H 

 D22 

 352.5  
H 

TV262.5  262.5  
V f r e q 強制モード時、垂直期間 

TV263 
 D23 

 263  
H 

V - B L K    開    始    位    相 PHVBLK  260  

V - B L K          幅 WVBLK 
 D24 

 21  
H 

ワ イ ド V - B L K 位 相 T O P WWVBLKT1  D25  29  H 
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項 目 記 号 
測定
回路 測 定 条 件 最小 標準 最大 単位 

WWVBLKT2  33   

WWVBLKT3  37  

 

WWVBLKB1  253  

WWVBLKB2  249  ワイド V - B L K 位相  B O T T O M 

WWVBLKB3 

  

 245  

H 

G P    ハ    イ    レ    ベ    ル VGPH 6.70 7.00 7.30 V 

FBP   ハ    イ    レ    ベ    ル VFBPH 
 D26 

4.60 4.90 5.20 V 

V ラ ン プ 振 幅 VVRAMP  D27 1.50 1.67 1.83 Vp-p 

垂 直 出 力 振 幅 VVOUT 1.9 2.1 2.3 Vp-p 

∆VVOUT+ 43 47 51 
垂 直 振 幅 可 変 範 囲 

∆VVOUT− 

 D28 

−51 −47 −43 
% 

∆VLIN+ 8.5 10.5 12.5 
V リ ニ ア リ テ ィ 可 変 範 囲 

∆VLIN− 
 D29 

−12.5 −10.5 −8.5 
% 

∆VS+ 20 22 24 
V - S   補   正   可   変   範   囲 

∆VS− 
 D30 

−13.5 −11.5 −9.5 
% 

VCENT+ 17.5 20.5 23.5 
垂 直 セ ン タ リ ン グ 可 変 範 囲 

VCENT− 
 D31 

−24.5 −21.5 −18.5 
% 

E H T   補   正   垂   直   振   幅 ∆VEHT  D32 8.0 9.0 10.0 % 

VEWDCMAX 6.0 6.5 7.0 
H サ イ ズ 可 変 範 囲 

VEWDCMIN 
 D33 

1.0 1.5 2.0 
V 

max VEWPMAX 2.4 2.7 3.1 
EW パラボラ補正 

min VEWPMIN 
 D34 

0 0.04 0.10 
Vp-p 

max VCORTMAX 0.9 1.3 1.7 EW コーナーTOP 

補 正 min VCORTMIN −1.7 −1.3 −0.9 
V 

max VCORBMAX 0.9 1.3 1.7 E W コ ー ナ ー 

B O T T O M 補正 min VCORBMIN 

 D35 

−1.7 −1.3 −0.9 
V 

max VTRMAX 12.0 13.0 14.0 
E W 台 形 補 正 

min VTRMIN 
 D36 

−14.0 −13.0 −12.0 
% 

E H T 補 正  ( E W 振 幅 ) ∆VEWPEHT   D37 8.0 9.0 10.0 % 

E H T 補 正  ( E W  D C ) VEWDCEHT  D38 2.8 2.95 3.1 V 

E W 出 力 イ ン ピ ー ダ ン ス REW  D39 50 100 150 Ω 

字 幕 イ ン 変 曲 点 VVTURN 62 65 68 % 

字 幕 イ ン 圧 縮 率 VVCOMP 
 D40 

4.5 5.0 5.5 % 

X - R a y  O N     電     圧 VXON 3.4 3.5 3.6 V 

X - R a y    保    持    電    圧 VXH 
 D41 

4.2 4.3 4.4 V 
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測定条件測定条件測定条件測定条件 

PIFブロックブロックブロックブロック 

測定 
条件 項目/記号 Bus条件 測定方法 

P1 PIF入力感度 

/Vin min (p) 

 

PIF最大入力感度 

/Vin max (p) 

 

PIF入力可変幅 

/∆VAGC (p) 

RF AGC: 0以外 

PIF Freq.: 

45.75 MHz 

その他のデータ:  

プリセット値 

(1) 端子 6に周波数: 45.75 MHz、振幅: 90 dBµV、15 kHz正弦波
/30%AM変調波を入力する。 

(2) 端子 55の振幅 (Vo#55 [Vp-p]) を測定する。 

(3) IF入力信号の振幅を減少させ、端子 55から出力される振幅が 
“Vo#55” に対して−3dBとなるときの入力信号レベル (Vin min 
(p) [dBµV]) を測定する。 

(4) IF入力信号の振幅を増加させ、端子 55から出力される振幅が 
“Vo#55” に対して−1dBとなるときの入力信号レベル (Vin max 
(p) [dBµV]) を測定する。 

(5)  ∆VAGC (p) [dB] = Vin max (p) − Vin min (p) 

P2 IF AGC電圧 

/V8mean 

/V8max 

/V8min 

RF AGC: 0以外 

PIF Freq.: 

45.75 MHz 

その他のデータ:  

プリセット値 

(1) 端子 6に周波数: 45.75 MHz、振幅: 90 dBµV、無変調波を IF
入力する。 

(2) 端子 8の電圧 (V8mean [V]) を測定する。 

(3) 無入力時の端子 8の電圧 (V8max [V]) を測定する。 

(4) 105 dBµV を入力したときの端子 8の電圧 (V8min [V]) を測定
する。 

P3 RF AGC 最大出力電圧 

/VAGC max 

/VAGC min 

RF AGC: 調整 

PIF Freq.:  

45.75 MHz 

その他のデータ:  

プリセット値 

(1) 端子 6に 45.75 MHz、90 dBµVの信号を入力する。 

(2) RF AGCを端子 9の電圧が 4.5 Vになるように調整する。 

(3) IF入力レベルを 105 dBµVにする。 

(4) 端子 9の電圧 (VAGC min [V]) を測定する。 

(5) 端子 6と端子 7を GNDに接続する。 

(6) 端子 9の電圧 (VAGC max [V]) を測定する。 

P4 RF AGCディレイポイント 

/V dly min 

/V dly max 

/V dly mean 

PIF Freq. 

45.75 MHz 

RF AGC:  

01/20/3F 

その他のデータ: 

プリセット値 

(1) 端子 6に 45.75 MHz、90 dBµVの信号を入力する。 

(2) RF AGCを 01 (h) に設定する。 

(3) IF入力レベルを減少させ、端子 9の電圧が 4.5 Vになるときの
入力レベル (V dly min [dBµV]) を測定する。 

(4) RF AGCを 20 (h) に設定する。 

(5) IF入力レベルを増加させ、端子 9の電圧が 4.5 Vになるときの
入力レベル (V dly mean [dBµV]) を測定する。 

(6) RF AGCを 3F (h) に設定する。 

(7) IF入力レベルをさらに増加させ、端子 9の電圧が 4.5 Vになる
ときの入力レベル (V dly max [dBµV]) を測定する。 

P5 PIF入力抵抗 

/Zin R (p) 

 

PIF入力容量 

/Zin C (p) 

全データ:  

プリセット値 

(1) 端子 6、7からすべての接続を取り外す。 

(2) インピーダンスメータで端子 6、7間の抵抗値 (Zin R (p) [kΩ]) 
と容量値 (Zin C (p) [pF]) を測定する。 

微分ゲイン 

/DG 

P6 

微分位相 

/DP 

RF AGC: 0以外 

PIF Freq.: 

45.75 MHz 

その他のデータ:  

プリセット値 

(1) 端子 6に周波数: 45.75 MHz、振幅: 90 dBµV、10ステップ映
像信号で 87.5%変調した信号を入力する。 

(2) 端子 55出力の DG [%]、DP [deg] を測定する。 
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測定 
条件 項目/記号 Bus条件 測定方法 

P7 920 kHzビート 

/I920 

RF AGC: 0以外 

PIF Freq.: 

45.75 MHz 

その他のデータ:  

プリセット値 

(1) 端子 6に下記の信号を混合した信号を入力する。 

 45.75 MHz/90 dBµV 

 42.17 MHz/80 dBµV 

 41.25 MHz/80 dBµV 

(2) 端子 55出力の下側がシンクチップレベルと同じになるように
端子 8の電圧を調整する。 

(3) 端子 55出力の 3.58 MHz成分と 920 kHzビート成分のレベル
比をスペクトルアナライザで測定する。 

P8 映像検波出力振幅 

/Vdet (p) 

RF AGC: 0以外 

PIF Freq.:  

45.75 MHz 

その他のデータ:  

プリセット値 

(1) 端子 6に周波数: 45.75 MHz、振幅: 90 dBµV、100%白映像信
号で 87.5%負変調した信号を入力する。 

(2) 端子 55の出力信号振幅 (Vdet (p) [Vp-p]) を測定する。 

P9 映像 S/N 

/S/N (p) 

RF AGC: 0以外 

PIF Freq.: 

45.75 MHz 

その他のデータ:  

プリセット値 

(1) 端子 6に周波数: 45.75 MHz、90 dBµV、黒映像信号で 87.5%
変調した信号を入力する。 

(2) 端子55の出力の映像S/N (HPF: 100 kHz、LPF: 5 MHz) S/N (p) 
[dB] を測定する。 

P10 同期先端レベル 

/Vsync 

RF AGC: 0以外 

PIF Freq.: 

45.75 MHz 

その他のデータ:  

プリセット値 

(1) 端子 6に周波数: 45.75 MHz、90 dBµV、100%白映像信号で
87.5%負変調した信号を入力する。 

(2) 端子 55のシンクチップ電圧 (Vsync [V]) を測定する。 

P11 無入力信号レベル 

/VIF 

RF AGC: 0以外 

PIF Freq.: 

45.75 MHz 

その他のデータ:  

プリセット値 

(1) 端子 6を無入力にする。 

(2) 端子 8に 3.0 Vを印加する。 

(3) 端子 55検波出力の直流電圧 VIFを測定する 

P12 映像出力周波数特性 (−3dB) 

/fdet (p) 

RF AGC: 0以外 

PIF Freq.: 

45.75 MHz 

その他のデータ:  

プリセット値 

(1) 端子 6に周波数: 45.75 MHz、90 dBµVの映像信号を入力する。 

(2) 周波数を 45.75 MHzから上げていき、端子 55の出力信号振幅
が−3dBとなる周波数 (fdet (p)) を測定する。 

P13 搬送波抑圧比 

/CR 

 

2次高調波抑圧比 

/HR 

RF AGC: 0以外 

PIF Freq.: 

45.75 MHz 

その他のデータ:  

プリセット値 

(1) 端子 6に周波数: 45.75 MHz、90 dBµV、15.734 kHz、78% AM
変調信号を入力します。 

(2) 端子 55検波出力の出力レベルが 2 Vp-pになるように端子 8に
外部電圧を印加する。 

(3) IF 入力無変調時の端子 55 検波出力への搬送波漏れ VC 
[mVrms] を測定する。 

 CR [dB] = 20 log (2/VC) 

(4) 2次高調波漏れ VH [mVrms] も同様に測定する。 

 HR [dB] = 20 log (2/VH) 

P14 PIF VCOフリーラン周波数 

/fFRU 

/fFRJ 

PIF Freq.: 0/1 

その他のデータ:  

プリセット値 

(1) 端子 6を無入力にする。 

(2) PIF Freqを 0/1にし、スペクトルアナライザで端子 55検波出
力における 45.75 MHz/58.75 MHz付近のスペクトラム周波数
を測定する。 
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測定 
条件 項目/記号 Bus条件 測定方法 

P15 PLL引き込み周波数 

/∆fpH (p) 

/∆fpL (p) 

RF AGC: 0以外 

PIF Freq.: 

45.75 MHz 

その他のデータ:  

プリセット値 

(1) 端子 6に周波数: 45.75 MHz、90 dBµVの無変調信号を入力す
る。 

(2) 周波数を高いほうから低いほうへ変化させ、端子 55出力が出
力される周波数 fpH (p) を測定する。 

(3) 周波数を低いほうから高いほうへ変化させ、端子 55出力が出
力される周波数 fpL (p) を測定する。 

(4) ∆fpH (p) [MHz] = fpH (p) – 45.75 MHz 

 ∆fpL (p) [MHz] = 45.75 MHz − fpL (p) 

P16 VCO V-F制御感度 

/β 

PIF Freq.: 

45.75 MHz 

その他のデータ:  

プリセット値 

(1) 端子 6に周波数: 45.75 MHz、90 dBµVの無変調信号を入力す
る。 

(2) 端子 54の直流電圧 V54aを測定する。 

(3) 端子 6に周波数: 45.55 MHz、90 dBµVの無変調信号を入力す
る。 

(4) 端子 54の直流電圧 V54bを測定する。 

(5) β [MHz/V] = 0.2/(V54b – V54a) 

P17 AFT感度 

/SAFT (S) 

/SAFT (G) 

PIF Freq.: 

45.75 MHz 

その他のデータ:  

プリセット値 

(1) 端子 6に周波数: 45.73 MHz、90 dBµV の無変調信号を入力す
る。 

(2) 端子 5の電圧 (VH#5 [V]) を測定する。 

(3) 端子 6に周波数: 45.77 MHz、90 dBµVの無変調信号を入力す
る。 

(4) 端子 5の電圧 (VL#5 [V]) を測定する。 

(5) S AFT [kHz/V] = 40/(VH#5 − VL#5) 

P18 AFT最大出力電圧 

/VAFTmax 

/VAFTmin 

PIF Freq.: 

45.75 MHz 

その他のデータ:  

プリセット値 

(1) 端子 6に周波数: 45.25 MHz、90 dBµVの無変調信号を入力す
る。 

(2) 端子 5の電圧 (VAFTmax [V]) を測定する。 

(3) 端子 6に周波数: 46.25 MHz、90 dBµVの無変調信号を入力す
る。 

(4) 端子 5の電圧 (VAFTmin [V]) を測定する。 

P19 AFTセンタ電圧 

/VAFTDef 

全てのデータ: 

プリセット値 

(1) 端子 6を無入力とする。 

(2) 端子 5の電圧 (VAFTDef [V]) を測定する。 

P20 AFT出力抵抗 

/RAFT 

全てのデータ: 

プリセット値 

(1) 端子 5の出力インピーダンスを測定する。 
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SIFブロックブロックブロックブロック 

測定 
条件 項目/記号 Bus条件 測定方法 

S1 リミッティング感度 

/Vin lim (s) 

AUDIO ATT: 127 

その他のデータ:  

プリセット値 

(1) 端子 1に 4.5 MHz、100 dBµV、400 Hz正弦波/25 kHz devi FM
変調波信号を入力する。 

(2) 端子 4の振幅 (Vo#4 [mVrms]) を測定する。 

(3) 4.5 MHzの信号レベルを減少させ、端子 4の振幅が Vo#4に対
して−3dBとなるときの 4.5 MHzの信号レベルを測定する。 

S2 AMR 

/AMR 

AUDIO ATT: 127 

その他のデータ:  

プリセット値 

(1) 端子 1に 4.5 MHz、100 dBµV、400 Hz正弦波/25 kHz devi FM
変調信号を入力する。 

(2) 端子 4の振幅 (Vo#4 [mVrms]) を測定する。 

(3) 端子 1に 4.5 MHz、100 dBµV、400 Hz正弦波/30%AM変調信
号を入力する。 

(4) 端子 4の振幅 (V#4 [mVrms]) を測定する。 

(5) AMR [dB] = 20 log (V#4/Vo#4) 

S3 音声出力レベル 

/Vdet (s) 

 

音声出力 S/N 

/S/N (s) 

 

音声出力歪率 

/THD 

AUDIO ATT: 127 

その他のデータ:  

プリセット値 

(1) 端子 1に 4.5 MHz、100 dBµV、400 Hz正弦波/25 kHz devi FM
変調信号を入力する。 

(2) 端子 4の出力信号振幅 (Vdet (s) [mVrms]) を測定する。 

(3) 端子 4の出力信号の歪率 (THD [%]) を測定する。 

(4) 端子 1に 4.5 MHz、100 dBµVの無変調信号を入力する。 

(5) 端子 4の出力信号振幅 (Vn (s) [mVrms]) を測定する。 

(6) S/N (s) [dB] = 20 log (Vdet (s)/Vn (s)) 

S4 音声離調特性 

/fAUDIOH 

/fAUDIOL 

AUDIO ATT: 127 

その他のデータ:  

プリセット値 

(1) 端子 1に 4.5 MHz、100 dBµV、400 Hz正弦波/25 kHz devi FM
変調信号を入力する。 

(2) 端子 4の振幅 (Vo#4 [mVp-p]) を測定する。 

(3) 入力信号の周波数を増加させ、端子 4の出力振幅が Vo#4に対
して−3dB となるときの入力信号周波数 (fAUDIOH [MHz]) を
測定する。 

(4) 入力信号の周波数を減少させ、端子 4の出力振幅が Vo#4に対
して−3dBとなるときの入力信号周波数 (fAUDIOL [MHz]) を測
定する。 

S5 音声出力抵抗 

/RAUDIO 

AUDIO ATT: 127 

その他のデータ:  

プリセット値 

(1) 端子 51の出力インピーダンスを測定する。 

S6 オーディオアッテネータ利得 

/G att max 

/G att mid 

/G att min 

AUDIO ATT:  

0/64/127 

その他のデータ:  

プリセット値 

(1) 端子 1に 4.5 MHz、100 dBµV、400 Hzの正弦波/25 kHz devi 
FM変調信号を入力する。 

(2) AUDIO ATTを 127に設定する。 

(3) 端子 51、4の振幅 (V#49、V#4max [mVrms]) を測定する。 

(4) G att max [dB] = 20 log (V#4max/V#49) 

(5) AUDIO ATTを 64に設定する。 

(6) 端子 4の振幅 (V#4mid [mVrms]) を測定する。 

(7) G att mid [dB] = 20 log (V#4mid/V#49) 

(8) AUDIO ATTを 0に設定する。 

(9) 端子 4の振幅 (V#4min [mVrms]) を測定する。 

(10) G att min [dB] = 20 log (V#4min/V#49) 
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測定 
条件 項目/記号 Bus条件 測定方法 

S7 オーディオアッテネータオフ
セット 

/∆Vos att 

AUDIO ATT:  

0/127 

その他のデータ:  

プリセット値 

(1) 端子 1に 4.5 MHz、100 dBµVの信号を入力する。 

(2) AUDIO ATTを 127に設定する。 

(3) 端子 4の DC電圧 (V#4max [mV]) を測定する。 

(4) AUDIO ATTを 0に設定する。 

(5) 端子 4の DC電圧 (V#4min [mV]) を測定する。 

(6) ∆Vos att [mV] = V#4min − V#4max 

 
ビデオブロックビデオブロックビデオブロックビデオブロック 

測定 
条件 項目/記号 Bus条件 測定方法 

V1 Y入力ペデスタルクランプ電圧 

/VYCLPINT 

/VYCLPEXT 

RGB Mute: 0 

Y Mute: 0 

R cut off: 128 

その他のデータ:  

プリセット値 

(1) 端子 47に 0.1 µFのコンデンサを介して 0 IREのラスタ信号 
(入力信号 1) を入力する。 

(2) 端子 47のペデスタル電圧 VYCLPINTを測定する。 

(3) 同様に端子 45のペデスタル電圧 VYCLPEXTを測定する。 

V2 Y入力ダイナミックレンジ 

/DRYINT 

/DRYEXT 

WPL: 1 

Uni-Color: 63 

Brightness: 0 

Color: 0 

RGB Mute: 0 

Y Mute: 0 

R cut off: 128 

その他のデータ:   

プリセット値 

(1) 端子 47にランプ信号 (入力信号 2) を入力する。 

(2) 端子 47の振幅を増加させ、端子 14の出力がクリップすると
きの振幅 (同期を含まず) DRYINTを測定する。 

(3) 同様に端子 45の DRYEXTを測定する。 

 

V3 CVBSゲイン 

/GCVBSINT 

/GCVBSEXT 

Video SW: 10/11 

その他のデータ:  

プリセット値 

(1) 端子 47に絵柄振幅 50 IREのラスタ信号 (入力信号 1) を入
力する。 

(2) 端子 40出力の振幅 VCVBSINT [Vp-p] を測定する。 

(3) Video SWを 11にし、端子 45から絵柄振幅 50 IREのラス
タ信号 (入力信号 1) を入力する。 

(4) 端子 40出力の振幅 VCVBSEXT [Vp-p] を測定する。 

(5) 以下を求める。 

 GCVBSINT [dB] = 20 log (VCVBSINT/0.5 Vp-p) 

 GCVBSEXT [dB] = 20 log (VCVBSEXT/0.5 Vp-p) 

V4 ビデオ SWクロストーク 

/CTINT-EXT 

/CTEXT-INT 

Video SW: 10/11 

その他のデータ:  

プリセット値 

(1) Video SWを 10に設定する。 

(2) 端子 45に正弦波信号 (入力信号 4、4 MHz、0.5 Vp-p) を入
力し、端子 47は 0.1 µFを介して GNDに接続する。 

(3) 端子 40出力の 4 MHz信号成分の振幅 VINT-EXTを測定する。 

(4) Video SWを 11に設定する。 

(5) 端子 47に正弦波信号 (入力信号 4、4 MHz、0.5 Vp-p) を入
力し、端子 45は 0.1 µFを介して GNDに接続する。 

(6) 端子 40出力の 4 MHz信号成分の振幅 VEXT-INTを測定する。 

(7) 以下を求める。 

 CTINT-EXT = 20 log (VINT-EXT/0.5 Vp-p) 
 CTEXT-INT = 20 log (VEXT-INT/0.5 Vp-p) 
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測定 
条件 項目/記号 Bus条件 測定方法 

V5 Yトータルゲイン 

/GY 

WPL: 1 

Uni-Color: 127  

Brightness: 0 

Color: 0 

RGB Mute: 0 

Y Mute: 0 

R cut off: 128 

その他のデータ:   

プリセット値 

(1) 端子 47に絵柄振幅 50 IREのラスタ信号 (入力信号 1) を入
力する。 

(2) 端子 14出力の絵柄振幅 V14を測定する。 

(3) GY = V14/357 mVp-p 

V6 Y周波数特性 

/fY 

RGB Mute: 0 

Y Mute: 0 

R cut off: 128 

Uni-Color: 127  

Sharpness: 調整 

Color: 0 

その他のデータ:  

プリセット値 

(1) 端子 47に絵柄振幅 0.5 Vp-pスイープ信号 (入力信号 2) を入
力する。 

(2) 端子 14 において周波数 FSHP (注 V11) 時の出力振幅が
VSH100K (注V12) と等しくなるようSharpnessを調整する。 

(3) 出力振幅が VSH100Kより 3dB低くなるときの周波数 fYを測
定する。 

 

V7 Y遅延時間 

/tYDEL1 

/tYDEL2 

/tYDEL3 

/tYDEL4 

Uni-Color: 127  

Color: 0   

Video SW: 10/00 

BPF/TOF: 0/1 

RGB Mute: 0 

Y Mute: 0 

R cut off: 128 

その他のデータ:   

プリセット値 

(1) 端子 47に 2Tパルス信号を入力する。 

(2) Video SWを 10、BPF/TOFを 0に設定する。 

(3) 端子 14 の出力を観測し、端子 47 と端子 14 間の遅延時間
tYDEL1を測定する。 

(4) Video SWを 10、BPF/TOFを 1に設定する。 

(5) 端子 14 の出力を観測し、端子 47 と端子 14 間の遅延時間
tYDEL2を測定する。 

(6) Video SWを 00、BPF/TOFを 0に設定する。 

(7) 端子 14 の出力を観測し、端子 47 と端子 14 間の遅延時間
tYDEL3を測定する。 

(8) Video SWを 00、BPF/TOFを 1に設定する。 

(9) 端子 14 の出力を観測し、端子 47 と端子 14 間の遅延時間
tYDEL4を測定する。 

V8 ブライトネスコントロール特性 

/VBRTMAX 

/VBRTCEN 

/VBRTMIN 

Brightness:  

0/64/127  

Color: 0  

RGB Mute: 0 

Y Mute: 0 

R cut off: 128 

その他のデータ:  

プリセット値 

(1) 端子 47に絵柄振幅 0 IREのラスタ信号 (入力信号 1) を入力
する。 

(2) Brightness を 127、64、0 と変えて、端子 14 の絵柄期間の
DCレベル VBRTMAX、VBRTCEN、VBRTMINを測定する。 

V9 ユニカラーコントロール特性 

/GUCYMAX 

/GUCYCEN 

/GUCYMIN 

Uni-olor: 0/64/127 

Color: 0  

RGB Mute: 0  

Y Mute: 0 

R cut off: 128 

その他のデータ:  

プリセット値 

(1) 端子 47に絵柄振幅 50 IREのラスタ信号 (入力信号 1) を入
力する。 

(2) Uni-Colorを 127、64、0と変えて、端子 14の絵柄期間の振
幅 VUCYMAX、VUCYCEN、VUCYMINを測定する。 

(3) 以下を求める。  

 GUCYMAX = 20 log (VUCYMAX/0.357) 

 GUCYCEN = 20 log (VUCYCEN/0.357) 

 GUCYMIN = 20 log (VUCYMIN/0.357) 
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測定 
条件 項目/記号 Bus条件 測定方法 

V10 サブコントラストコントロール
特性 

/GSCONMAX 

/GSCONMIN 

Sub-Contrast:  

0/8/15  

Uni-Color: 127 

Color: 0  

RGB Mute: 0 

Y Mute: 0 

R cut off: 128 

その他のデータ:  

プリセット値 

(1) 端子 47に絵柄振幅 50 IREのラスタ信号 (入力信号 1) を入
力する。 

(2) Sub-Contrast を 15、8、0 と変えて、端子 14 の絵柄期間の
振幅 VSCOMAX、VSCOCEN、VSCOMINを測定する。 

(3) 以下を求める。 

 GSCONMAX = 20 log (VSCONMAX/VSCONCEN) 

 GSCONMIN = 20 log (VSCONMIN/VSCONCEN) 

V11 シャープネスピーク周波数 

/fSHP1 

/fSHP2 

Sharp P F: 0/1 

Sharpness: 63 

Coring: 1 

Uni-Color: 127 

Color: 0  

RGB Mute: 0 

Y Mute: 0 

R cut off: 128 

その他のデータ:  

プリセット値 

(1) 端子 47に絵柄振幅 0.2 Vp-pのスイープ信号 (入力信号 3) を
入力する。 

(2) 端子 14 の絵柄期間の出力振幅が最大になるときの周波数
fSHP1を測定する。 

(3) (3) Sharp P Fを 1にして、(2) と同様に fSHP2を測定す
る。 

V12 シャープネスコントロール特性 

/GSHMAX 

/GSHCEN 

/GSHMIN 

Sharpness:  

0/32/63 

Coring: 1 

Uni-Color: 63 

Color: 0  

RGB Mute: 0 

Y Mute: 0 

R cut off: 128 

その他のデータ:  

プリセット値 

(1) 端子 47に絵柄振幅 0.2 Vp-pのスイープ信号 (入力信号 3) を
入力する。 

(2) 入力信号 100 kHz時の端子 14の出力絵柄期間振幅 VSH100K
を測定する。 

(3) Sharpnessを最大、センタ、最小として、fSHPの出力絵柄期
間振幅 VSHMAX、VSHCEN、VSHMINを測定する。 

(4) 以下を求める。 

 GSHMAX = 20 log (VSHMAX/VSH100k) 

 GSHCEN = 20 log (VSHCEN/VSH100k) 

 GSHMIN = 20 log (VSHMIN/VSH100k) 
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測定 
条件 項目/記号 Bus条件 測定方法 

V13 Y-γ補正スタートポイント 

/VYγ 70 

/VYγ 80 

/VYγ 90 

 

Y-γ補正ゲイン 

/GYγ 

Uni-Color: 127 

Color: 0  

RGB Mute: 0  

Y Mute: 0 

R cut off: 128 

γ point: 00/01/10/11 

その他のデータ:  

プリセット値 

(1) 端子 47にラスタ信号 (入力信号 1) を入力する。 

(2) γポイントビットを 90 IREに設定する。 

(3) 下記の図に示すように端子 14の Y信号振幅 VYγ 90を測定す
る。 

(4) γポイントビットを 80 IREに設定する。 

(5) 上記 (3) を繰り返し、VYγ 80を測定する。 

(6) γポイントビットを 70 IREに設定する。 

(7) 上記 (3) を繰り返し VYγ 70を測定する。 

(8) γ補正が効き始める部分の利得 GYγを求める。 

 

 

V14 シャープネスコアリング特性 

/GCOR 

Sharpness: 63 

Uni-Color: 63 

Color: 0  

RGB Mute: 0 

Y Mute: 0 

R cut off: 128 

その他のデータ: 

プリセット値 

(1) 端子 47に絵柄振幅 0.2 Vp-pのスイープ信号 (入力信号 3) を
入力する。 

(2) ピーク周波数 fSHPのところの絵柄期間振幅 VSHCORを測定
する。 

(3) 以下を求める。 

 GCOR = 20 log (VSHCOR/VSHMAX) 

 #47 input 

Y γ = 90/80/70 lRE 

Yγ = off 

#14 output 
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測定 
条件 項目/記号 Bus条件 測定方法 

V15 黒伸張スタートポイント 

/VBLEX25 

/VBLEX35 

/VBLEX45  

 

黒伸張アンプゲイン 

/GBLEX 

Uni-Color: 127  

Color: 0  

Black stretch:  

00/01/10/11 

RGB Mute: 0 

Y Mute: 0 

R cut off: 128 

その他のデータ:   

プリセット値 

(1) 端子 47にラスタ信号 (入力信号 1) を入力する。 

(2) 黒伸張ビットを 25 IREに設定する。 

(3) 下記の図に示すように端子 14の Y信号振幅VBLEX25を測定
する。 

(4) 黒伸張の設定を 35 IREと 45 IREに変える。 

(5) 上記 (3) を繰り返し VBLEX35と VBLEX45を測定する。 

(6) 黒伸張が効き始める部分の利得 GBLEXを求める。 

 

 

V16 APL出力インピーダンス 

/RAPL 

全データ: 

プリセット値 

(1) 端子 47を無入力にする。 

(2) 端子 46の直流電圧 V46aを測定する。 

(3) 端子 46と GNDの間に 50 kΩの抵抗を接続する。 

(4) (3) のときの端子 46の直流電圧 V46bを測定する。 

(5) 以下を求める。 

 RAPL = 50 kΩ × (V46a − V46b)/V46b 

V17 直流伝送率補正ゲイン 

/VDCREST85 

/VDCREST110 

/VDCREST120 

 

WPL: 1 

Uni-Color: 127  

Color: 0  

RGB Mute: 0 

Y Mute: 0 

R cut off: 128 

DC rest.:  

00/01/10/11 

その他のデータ:  

プリセット値 

(1) 端子 47に絵柄振幅 50 IREのラスタ信号 (入力信号 1) を入
力する。 

(2) DC Rest.を 00に設定する。 

(3) 端子 14の絵柄振幅 V100を測定する。 

(4) DC Rest.を 01、10、11に設定する。 

(5) 端子 14の絵柄振幅 V85、V110、V120を測定する。 

(6) 以下を求める。 

 VDCREST85 = (V85 − V100)/V100 × 130 + 100 

 VDCREST110 = (V110 − V100)/V100 × 130 + 100 

 VDCREST120 = (V120 − V100)/V100 × 130 + 100 

V18 WPLレベル 

/VWPL 

WPL: 0 

Uni-Color: 127  

Brightness: 127  

Color: 0  

RGB Mute: 0 

Y Mute: 0 

R cut off: 128 

その他のデータ:  

プリセット値 

(1) 端子 47に 120 IREのランプ信号 (入力信号 2) を入力する。 

(2) ペデスタルレベルからピーク (出力信号がクリップされると
ころ) までの振幅 VWPLを測定する。 

VBLEX25 #47 input 

25/35/45 IRE 

Black stretch = off 

#14 output 
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測定 
条件 項目/記号 Bus条件 測定方法 

V19 クロマトラップ周波数 

/fCTRAP 

C-Trap: 1 

Uni-Color: 127  

Color: 0  

Video SW: 00 

RGB Mute: 0 

Y Mute: 0 

R cut off: 128 

その他のデータ:  

プリセット値 

(1) 端子 47にスイープ信号 (入力信号 3) を入力する。 

(2) 端子14の周波数特性におけるトラップ周波数 fCTRAPを測定
する。 

V20 クロマトラップゲイン 

/GTRAP 

C-Trap: 0/1 

Uni-Color: 127  

Color: 0  

Video SW: 00 

RGB Mute: 0 

Y Mute: 0 

R cut off: 128 

その他のデータ:   

プリセット値 

(1) 端子 47に絵柄振幅 0.5 Vp-p、周波数 3.58 MHzの信号 (入力
信号 4) を入力する。 

(2) C-Trapを 1に設定する。 

(3) 端子 14の出力波形の絵柄振幅 VTRAPONを測定する。 

(4) C-Trapを 0に設定する。 

(5) 端子 14の出力波形の絵柄振幅 VTRAPOFFを測定する。 

(6) 以下を求める。 

 GTRAP = 20 log (VTRAPON/VTRAPOFF)  

V21 Y-ハーフトーン減衰量 

/GHTY 

Uni-Color: 127  

Color: 0  

RGB Mute: 0 

Y Mute: 0 

R cut off: 128 

その他のデータ:  

プリセット値 

(1) 端子 47に絵柄振幅 100 IRE (0.714 Vp-p) のラスタ信号 (入
力信号 1) を入力する。 

(2) 端子 14の出力絵柄期間振幅 VHTYOFFを測定する。 

(3) 端子 19に 2 Vを印加する。 

(4) 端子 14の出力絵柄期間振幅 VHTYONを測定する。 

(5) 以下を求める。 

 GHTY = 20 log (VHTYON/VHTYOFF) 

V22 SVMピーク周波数 

/fVM 

RGB Mute: 0 

Y Mute: 0 

SVM gain: 10 

その他のデータ: 

プリセット値 

(1) 端子 47に絵柄振幅 100 mVp-pのスイープ信号 (入力信号 3) 
を入力する。 

(2) 端子 18出力のピーク周波数 fVMを測定する。 

V23 SVMゲイン 

/GVM0 

/GVM1 

/GVM2 

/GVM3 

RGB Mute: 0 

Y Mute: 0 

SVM gain:  

00/01/10/11 

その他のデータ:  

プリセット値 

(1) 端子 47に絵柄振幅 100 mVp-p、周波数 fVM (V22参照) の正
弦波 (入力信号 4) を入力する。 

(2) SVM Gainを 00、01、10に設定し、端子 18出力の振幅 VVM0、
VVM1、VVM2を測定する。 

(3) 以下を求める。 

 GVM0 = 20 log (VVM0/0.1) 

 GVM1 = 20 log (VVM1/0.1)  

 GVM2 = 20 log (VVM2/0.1) 

V24 SVM Ysミュートしきい値 

/VVMM 

RGB Mute: 0 

Y Mute: 0 

SVM gain: 10 

その他のデータ:  

プリセット値 

(1) 端子 47に絵柄振幅 100 mVp-p、周波数 fVM (V22参照) の正
弦波 (入力信号 4) を入力する。 

(2) 端子 19に外部電源を接続し、電圧を 2.5 Vから増加させる。
端子 18出力が消えるときの電源電圧 VVMMを測定する。 

 



TB1253AN 

2002-11-14 48 

測定 
条件 項目/記号 Bus条件 測定方法 

V25 SVM Ysミュート応答遅延時間 

/TVMON 

/TVMOFF 

RGB Mute: 0 

Y Mute: 0 

SVM gain: 10 

その他のデータ:  

プリセット値 

(1) 端子 47に絵柄振幅 100 mVp-p、周波数 fVM (V22参照) の正
弦波 (入力信号 4) を入力する。 

(2) 端子 19に 0 Vから 4 Vの矩形パルスを入力する。 

(3) 以下の図に示す TVMON、TVMOFFを測定する。 

 

 

V26 SVM位相 

/TVM1 

/TVM2 

Uni-color: 127 

RGB Mute: 0 

Y Mute: 0 

SVM gain: 10 

SVM phase: 0/1 

その他のデータ:  

プリセット値 

(1) 端子 47に絵柄振幅 0.714 Vp-p、2Ｔパルスを入力する。 

(2) SVM Phaseを 0にする。 

(3) 端子 14出力波形のセンタレベルと、端子 18出力波形のピー
クレベル間の位相差 TVM1を測定する。 

(4) SVM Phaseを 1にする。 

(5) 端子 14出力波形のセンタレベルと、端子 18出力波形のピー
クレベル間の位相差 TVM2を測定する 

 

VVMM 

#19 Input 

#18  
VSM out 

TVMOFF TVMON
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クロマブロッククロマブロッククロマブロッククロマブロック 

測定 
条件 項目/記号 Bus条件 測定方法 

C1 ACC特性 

/VACCH 

/VACCL  

RGB Mute: 0 

Uni-Color: 127 

R cut off: 128 

Video SW: 00 

その他のデータ:   

プリセット値 

(1) 端子 47に 3.58 MHzの NTSCレインボーカラーバー (入力信
号 5、バースト:クロマ = 1:1、286 mVp-p) を入力する。 

(2) 入力信号のバーストとクロマの振幅を同時に変化させ、端子
14 の出力波形の絵柄振幅が 286 mVp-p の入力に対して

+1dB/−1dB になるときの入力のバースト振幅 VACCH/VACCL
を測定する。 

C2 TOF特性 

/F0T 

/QT 

 

BPF特性 

/F0B 

/QB 

RGB Mute: 0 

BPF/TOF: 0/1 

R cut off: 128 

Video SW: 00 

その他のデータ:   

プリセット値 

(1) BPF/TOFを 1に設定する。 

(2) 端子 47にスイープ信号 (入力信号 3) を入力する。 

(3) 端子 14 の周波数応答を測定し、ピーク周波数 F0T、Q 値 QT
を求める。 

(4) BPF/TOFを 0に設定する。 

(5) 上記 (2) と (3) を繰り返し、FOB、QBを求める。  

 

C3 C遅延時間 

/tCDEL 

 

Y/C遅延時間差 

/∆tY/C 

RGB Mute: 0 

Uni-Color: 127 

R cut off: 128 

Video SW: 00 

その他のデータ:   

プリセット値 

(1) 端子 47に 3.58 MHzの NTSCレインボーカラーバー (入力信
号 5、バースト:クロマ = 1:1、286 mVp-p) を入力する。 

(2) 端子 14の出力波形を観測し、端子 47との遅延時間 tCDELを
測定する。 

(3) 以下を求める。 

 ∆tY/C = tYDEL3 − tCDEL 

C4 カラーコントロール特性 

/GCOLMAX   

/GCOLMIN 

RGB Mute: 0 

Color: 0/64/127  

Uni-Color: 127  

R cut off: 128 

Video SW: 00 

その他のデータ:  

プリセット値 

(1) 端子 47に 3.58 MHzの NTSCレインボーカラーバー (入力信
号 5、バースト:クロマ = 1:1、286 mVp-p) を入力する。 

(2) Color ビットを 127、64、0 としたときの端子 14 の出力波形
の絵柄振幅 VCOLMAX、VCOLCEN、VCOLMINを測定する。 

(3) 以下を求める。  

 GCOLMAX = 20 log (VCOLMAX/VCOLCEN) 

 GCOLMIN = 20 log (VCOLMIN/VCOLCEN) 

C5 ユニカラーコントロール特性 

/GUCC 

RGB Mute: 0 

Uni-Color: 0/127  

R cut off: 128 

Video SW: 00 

その他のデータ:  

プリセット値 

(1) 端子 47に 3.58 MHzの NTSCレインボーカラーバー (入力信
号 5、バースト:クロマ = 1:1、286 mVp-p) を入力する。 

(2) Uni-Colorビットを 127、63、0にしたときの端子 14の出力波
形の絵柄振幅 VUCCMAX、VUCCCEN、VUCCMINを測定する。 

(3) 以下を求める。 

 GUCC = 20 log (VUCCMIN/VUCCMAX) 

C6 TINT特性 

/∆θCWTMAX 

/∆θCWTMIN 

RGB Mute: 0 

Tint: 0/64/127  

Uni-Color: 127  

B cut off: 128 

Video SW: 00 

その他のデータ:  

プリセット値 

(1) 端子 47に 3.58 MHzの NTSCレインボーカラーバー (入力信
号 5、バースト:クロマ = 1:1、286 mVp-p) を入力する。 

(2) TINTビットを 64に設定する。 

(3) 端子 16の出力波形の第 6信号が最大になるように色相を調整
する。そのときの色相をθCENとする。 

(4) TINTビットを 0に設定する。 

(5) (3) を繰り返す。そのときの色相をθMINとする。 

(6) TINTビットを 127に設定する。 

(7) (3) を繰り返す。そのときの色相をθMAXとする。 

(8) 以下を求める。  

 ∆θCWTMAX = −(θMAX − θCEN)  

 ∆θCWTMIN = −(θMIN − θCEN)  
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測定 
条件 項目/記号 Bus条件 測定方法 

C7 相対振幅 Mode1 

/VR/B1 

/VG/B1 

 

相対振幅 Mode2 

/VR/B2 

/VG/B2 

 

相対振幅 Mode3 

/VR/B3 

/VG/B3 

 

相対振幅 Mode4 

/VR/B4 

/VG/B4 

RGB Mute: 0 

Y Mute: 0/1  

Uni-Color: 127 

R/G/B cut off: 128 

Video SW: 00 

R/G Drive Gain: 

調整 

B Drive Gain:  

調整 

CD Matrix:  

00/01/10/11 

その他のデータ:   

プリセット値 

(1) Y Muteを 0にする。 

(2) 端子 47にラスタ信号 (入力信号 1) を入力し、端子 14、15、
16 の出力波形の絵柄期間振幅が等しくなるように G/B drive
を調整する。 

(3) Y Muteを 1にする。 

(4) 端子 47に 3.58 MHzの NTSCレインボーカラーバー (入力信
号 5、バースト:クロマ = 1:1、286 mVp-p) を入力する。 

(5) CD Matrixを 00/01/10/11にして以下 (6)、(7) を行う。 

(6) 端子 14、15、16の出力振幅 VR、VG、VBを測定する。 

(7) 以下を求める。 

 VR/B = VR/VB 

 VG/B = VG/VB 

 

C8 相対位相 Mode1 

/θR-B1 

/θG-B1 

 

相対位相 Mode2 

/θR-B2 

/θG-B2 

 

相対位相 Mode3 

/θR-B3 

/θG-B3 

 

相対位相 Mode4 

/θR-B4 

/θG-B4 

RGB Mute: 0 

Uni-Color: 127 

R/G/B cut off: 128 

Video SW: 00 

CD Matrix:  

00/01/10/11 

その他のデータ:  

プリセット値 

(1) 端子 47に 3.58 MHzの NTSCレインボーカラーバー (入力信
号 4、バースト:クロマ = 1:1、286 mVp-p) を入力する。 

(2) CD Matrixを 00/01/10/11にして以下 (3)、(4) を行う。 

(3) 端子 14、15、16の出力波形を観測し、以下の図と式を用いて、
θR/θG/θBを測定する。 

 



















−


















+

−−
∗∗

15
3

B
2

11tan
0

=  

 

 

 θRの場合  ピーク : 3番目のバー  θ0R = 90° 

 θGの場合  ピーク (負) : 4番目のバー  θ0G = 240° 

 θBの場合  ピーク : 6番目のバー  θ0B = 0° 

(4) 以下を求める。 

 θR-B = θR − θB  

 θG-B = θG − θB  

C9 APC引き込み範囲 

/∆fAPCP+ 

/∆fAPCP− 

 

APC保持周波数範囲 

/∆fAPCH+ 

/∆fAPCH− 

RGB Mute: 0 

Video SW: 00 

その他のデータ:  

プリセット値 

(1) 端子 47に 3.58 MHzの NTSCレインボーカラーバー (入力信
号 5、バースト:クロマ = 1:1、286 mVp-p) を入力する。 

(2) 入力の fscを±3 kHzの範囲において、10 Hzステップで可変さ
せ、リードバスのKillerが、0から 1に変わるときの fsc fAPCP+、
fAPCP−と、1から 0に変わるときの fsc fAPCH+、fAPCH−を測
定する。 

(3) 以下を求める。 

 ∆fAPCP+ = fAPCP+ − 3579545 

 ∆fAPCP− = 3579545 − fAPCP−  

 ∆fAPCH+ = fAPCH+ − 3579545 

 ∆fAPCH− = 3579545 − fAPCH−  

A B 
ピーク 
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測定 
条件 項目/記号 Bus条件 測定方法 

C10 APC制御感度 

/βAPC 

RGB Mute: 0 

Video SW: 00 

その他のデータ:  

プリセット値 

(1) 端子 47を GNDに 0.1 µFのコンデンサを介して接続する。 

(2) 端子 12の出力波形の周波数が 3579545 Hzになるように端子
11の電圧 VAPCCENを調整する。 

(3) 端子 11の電圧が VAPCCEN + 200 mVp-pと VAPCCENのとき、

端子 12の出力波形の周波数 f4APC+と fAPC−を測定する。 
(4) 以下を求める。 

 βAPC = (fAPC+ − fAPC−)/200  

C11 ID感度 (ノーマルモード) 

/VIDON 

 

ID感度 (lowモード) 

/VIDLON 

ID Sens: 0/1 

Uni-Color: 127 

RGB Mute: 0  

Video SW: 00 

その他のデータ:  

プリセット値 

(1) ID Sens.を 0に設定する。 

(2) 端子 47に 3.58 MHzの NTSCレインボーカラーバー (入力信
号 5、バースト:クロマ = 1:1、286 mVp-p) を入力する。 

(3) 入力信号のバースト振幅を変化させ、リードバスの Killerが 1
から 0に変わるときのバースト振幅 VIDONを測定する。 

(4) P/N ID Sens.を 1に設定する。 

(5) 上記 (2) から (3) を繰り返し VIDLON、VIDLOFFを測定する。 

C12 fsc 連続波出力レベル 

/VCW 

RGB Mute: 0 

Video SW: 00 

その他のデータ:  

プリセット値 

(1) 端子 47に 3.58 MHzの NTSCレインボーカラーバー (入力信
号 5、バースト:クロマ = 1:1、286 mVp-p) を入力する。 

(2) 端子 12の出力波形の振幅 VCWを測定する。 

C13 ハーフトーン減衰量 (C系) 

/GHTC 

RGB Mute: 0 

Uni-Color: 127  

R cut off: 128 

Video SW: 00 

その他のデータ:  

プリセット値 

(1) 端子 47に 3.58 MHzの NTSCレインボーカラーバー (入力信
号 5、バースト:クロマ = 1:1、286 mVp-p) を入力する。 

(2) 端子 19に 2 Vを印加し、端子 14の出力波形の振幅 VBHTCを
測定する。 

(3) 以下を求める。GHTC = 20 log (VBHTC/VB) 

 C7参照: VR 
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テキストブロックテキストブロックテキストブロックテキストブロック 

測定 
条件 項目/記号 Bus条件 測定方法 

T1 V-BLKパルス出力レベル 

/VVBLK 

 

H-BLKパルス出力レベル 

/VHBLK 

全データ:  

プリセット値 

(1) 端子 47にラスタ信号 (入力信号 1) を入力する。 

(2) 端子 14の V/Hブランキング期間の DCレベル VLBLK、VHBLK
を測定する。 

T2 RGB出力黒レベル (0 IRE DC) 

/VBLACK 

RGB Mute: 0 

Y Mute: 0 

Color: 0  

B cut off: 128 

その他のデータ:  

プリセット値 

(1) 端子 47に絵柄期間振幅 0 IRE のラスタ信号 (入力信号 1) を
入力する。 

(2) 端子 16の絵柄期間の DCレベル VBLACKを測定する。 

T3 RGB出力白レベル (0 IRE AC) 

/VWHITE 

RGB Mute: 0 

Y Mute: 0 

B cut off: 128 

Uni-Color: 127 

Color: 0  

その他のデータ:  

プリセット値 

(1) 端子 47 に絵柄期間振幅 100 IRE (0.714 Vp-p) のラスタ信号 
(入力信号 1) を入力する。 

(2) 端子 16の出力波形の絵柄期間振幅 VWHITEを測定する。 

T4 カットオフ調整可変幅 

/∆VCUT+   

/∆VCUT− 

RGB Mute: 0 

Y Mute: 0 

B Cut Off: 0/255  

Color: 0  

その他のデータ:   

プリセット値 

(1) 端子 47に絵柄期間振幅 0 IRE のラスタ信号 (入力信号 1) を
入力する。 

(2) B-Cutoff を 255 と 0 にして端子 16 の絵柄期間の DC レベル
VCUTMAX、VCUTMINを測定する。 

(3) 以下を求める。 

 ∆VCUT+ = VCUTMAX − VBLACK  

 ∆VCUT− = VCUTMIN − VBLACK 

T5 ドライブ調整可変幅 

/GDR+   

/GDR− 

RGB Mute: 0 

Y Mute: 0 

B Drive: 0/127  

Uni-Color: 127  

Color: 0  

その他のデータ:  

プリセット値 

(1) 端子 47 に絵柄期間振幅 100 IRE (0.714 Vp-p) のラスタ信号 
(入力信号 1) を入力する。 

(2) B Driveを 127と 0にして、端子 16の絵柄期間振幅 VDRMAX、
VDRMINを測定する。 

(3) 以下を求める。  

 GDR+ = 20 log (VDRMAX/VWHITE)   

 GDR− = 20 log (VDRMIN/VWHITE)  

T6 ABCL制御電圧範囲 

/VABCLH   

/VABCLL 

 

ACLゲイン 

/GACL 

RGB Mute: 0 

Y Mute: 0 

R cut off: 128 

ABL Gain: 11  

Uni-Color: 127  

Color: 0  

その他のデータ:  

プリセット値 

(1) 端子 47 に絵柄期間振幅 100 IRE (0.714 Vp-p) のラスタ信号 
(入力信号 1) を入力する。 

(2) 端子 28の電圧を減少させ、端子 14の出力が減少を開始･停止
するときの電圧 VABCLH、VABCLLを測定する。 

(3) 端子 14の出力波形の最小振幅 VACLMINを測定する。 

(4) 以下を求める。 

 GACL = 20 log (VACLMIN/VWHITE)  
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測定 
条件 項目/記号 Bus条件 測定方法 

T7 ABLスタートポイント 

/VABLP0   

/VABLP1   

/VABLP2   

/VABLP3 

RGB Mute: 0 

Y Mute: 0 

R cut off: 128 

ABL Start Point:   

00/01/10/11 

ABL Gain: 11 

Uni-Color: 127  

Color: 0  

その他のデータ:  

プリセット値 

(1) 端子 47に絵柄期間振幅 0 IREのラスタ信号 (入力信号 1) を
入力する。 

(2) ABL Pointを 00、01、10、11にし、端子 28の電圧を減少さ
せ、端子 14の絵柄期間 DCが減少し始めるときの電圧 VABL1、
VABL2、VABL3、VABL4を測定する。 

(3) 以下を求める。 

 VABLP0 = VABL1 − VABCLH  

 VABLP1 = VABL2 − VABCLH  

 VABLP2 = VABL3 − VABCLH  

 VABLP3 = VABL4 − VABCLH 

T8 ABLゲイン 

/VABLG0   

/VABLG1   

/VABLG2   

/VABLG3 

RGB Mute: 0 

Y Mute: 0 

R cut off: 128 

ABL Gain:   

00/01/10/11  

Uni-Color: 127  

Color: 0  

その他のデータ:  

プリセット値 

(1) 端子 47に絵柄期間振幅 0 IREのラスタ信号 (入力信号 1) を
入力する。 

(2) ABL Gainを 00、01、10、11にし、端子 28の電圧が VABCLL
のときの端子 14の絵柄期間の DCレベル VABL5、VABL6、
VABL7、VABL8を測定する。 

(3) 以下を求める。  

 VABLG0 = VABL5 − VBLACK  

 VABLG1 = VABL6 − VBLACK  

 VABLG2 = VABL7 − VBLACK  

 VABLG3 = VABL8 − VBLACK 

T9 アナログ RGBダイナミックレン
ジ 

/DRTX 

RGB Mute: 0 

Y Mute: 0 

R cut off: 128 

その他のデータ:  

プリセット値 

(1) 端子 47に以下の図のような同期信号を入力する。 

(2) 端子 19に 4 Vを印加する。 

(3) 端子 20に以下の図のような信号を入力する。 

(4) 端子 20の入力信号の振幅を増加させ、端子 14の振幅の増加
が止まる振幅 DRTXを測定する。 

 

 

T10 アナログ RGBコントラスト特性 

/GTXCMAX   

/GTXCCEN   

/GTXCMIN 

RGB Mute: 0 

Y Mute: 0 

R cut off: 128 

RGB Contrast:   

0/32/63  

その他のデータ:   

プリセット値 

(1) 端子 47に上記 T9の図にある信号を入力する。 

(2) 端子 19に 4 Vを印加する。 

(3) 上記 T9の図にある信号 (f0 = 100 kHz、V0 = 0.2 Vp-p) を端子
20に入力する。 

(4) RGB Contrastビットを 63、32、0にし、端子 14の出力振幅
VTXCMAX、VTXCCEN、VTXCMINを測定する。 

(5) 以下を求める。 

 GTXCMAX = 20 log (VTXCMAX/0.2)  

 GTXCCEN = 20 log (VTXCCEN/0.2) 

 GTXCMIN = 20 log (VTXCMIN/0.2) 

Amplitude V0 
Pin 20 
Input 

Pin 47 
Input 

Sinusoidal wave 
Frequency f0 
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測定 
条件 項目/記号 Bus条件 測定方法 

T11 アナログ RGBブライト特性 

/VTXBRMAX   

/VTXBRCEN   

/VTXBRMIN 

RGB Mute: 0 

Y Mute: 0 

R cut off: 128 

RGB Contrast: 00  

Brightness:  

0/64/127  

その他のデータ:  

プリセット値 

(1) 端子 19に 4 Vを印加する。 

(2) 0.1 µFのコンデンサを介して端子 20を GNDに接続する。 

(3) Brightnessを 127、64、0にし、端子 14の絵柄期間の DCレ
ベル VTXBRMAX、VTXBRCEN、VTXBRMINを測定する。 

T12 アナログ RGBモードスイッチ閾
値 

/VYM 

/VYS 

RGB Mute: 0 

Y Mute: 0 

Uni-Color: 127  

R cut off: 128 

その他のデータ:  

プリセット値 

(1) 端子 47に絵柄振幅 100 IRE (0.714 Vp-p) のラスタ信号 (入力
信号 1) を入力する。 

(2) 端子 20に上記 T9の図にある信号を入力する。 

(3) 端子 19の電圧を 0 Vから増加させ、端子 14出力がハーフトー
ンになるときの電圧 VYMを測定する。 

(4) 端子 19の電圧をさらに増加させ、端子 20に入力された信号
が端子 14に現れるときの電圧 VYSを測定する。 

T13 アナログ RGBモード伝達特性 

/τRYS   

/tPRYS   

/τFYS   

/tPFYS 

RGB Mute: 0 

Y Mute: 0 

Uni-Color: 127  

R cut off: 128 

その他のデータ:  

プリセット値 

(1) 端子 47に絵柄期間振幅 50 IREのラスタ信号 (入力信号 1) を
入力する。 

(2) 0.1 µFのコンデンサを介して端子 20を GNDに接続する。 

(3) 端子 19に 0、4 Vの矩形波を入力して下記の図のように、ア
ナログ RGBモードの伝達特性を測定する。 

 

 

T14 クロストーク 
(TV → アナログ RGB) 

/CTTX-TV 

RGB Mute: 0 

Y Mute: 0 

R cut off: 128 

Uni-color: 127 

RGB contrast: 63 

その他のデータ:  

プリセット値 

(1) 端子 47に T9の図にある同期信号を入力する。 

(2) 端子 20に T9の図にある正弦波信号 (入力信号 4、f0 = 4 MHz、
振幅 0.5 Vp-p) を入力する。 

(3) 端子 19に 0 Vを印加する。 

(4) 端子 14の振幅 VTVを測定する。 

(5) 端子 19に 4 Vを印加する。 

(6) 端子 14の絵柄期間振幅 VTXを測定する。 

(7) 以下を求める。 

 CTTX-TV = 20 log (VTV/VTX) 

100% 

0% 

50% 
90% 

10% 

＃19 Output 

＃47 Input 

20 µs 
20 µs 

20 ns 20 ns 

tPRYS

1 H 

tPFYS 

τRYS τFYS 

＃14 Output 

Vys 
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測定 
条件 項目/記号 Bus条件 測定方法 

T15 クロストーク 
(アナログ RGB → TV) 

/CTTV-TX 

RGB Mute: 0 

Y Mute: 0 

R cut off: 128 

Uni-color: 127 

RGB contrast: 63 

その他のデータ:  

プリセット値 

(1) 端子 47に正弦波信号 (入力信号 4、f0 = 4 MHz、絵柄振幅 = 0.5 
Vp-p) を入力する。 

(2) 0.1 µFのコンデンサを介して端子 20を GNDに接続する。 

(3) 端子 19に 4 Vを印加する。 

(4) 端子 14の振幅 VTXを測定する。 

(5) 端子 19に 0 Vを印加する。 

(6) 端子 14の 4 MHzの信号の振幅 VTVを測定する。 

(7) 以下を求める。 

 CTTV-TX = 20 log (VTX/VTV) 

T16 ベースバンド TINT特性 

/∆θBBTMAX 

/∆θBBTMIN 

RGB Mute: 0 

Y Mute: 0 

B cut off: 128 

Uni-color: 127 

UV SW: 1 

UV/CbCr: 1 

その他のデータ:  

プリセット値 

(1) 端子 47に同期信号を入力する。  

(2) 端子 44に以下の図のような信号 (f = 100 kHz、100 mVp-p) を
入力する。 

(3) ベースバンドの TINTを 64から 0に変えたとき、端子 16の出
力位相の変化量∆θBBTMAXを測定する。 

(4) ベースバンドの TINTを 64から 127に変えたとき、端子 16
の出力位相の変化量∆θBBTMINを測定する。 

 

 

T17 アナログ RGB出力軸間差 

/∆VR-G 

/∆VG-B 

/∆VB-R 

RGB Mute: 0 

Y Mute: 0 

R/G/B cut off: 128 

Color: 0 

Uni-color: 127 

その他のデータ:  

プリセット値 

(1) 端子 47に絵柄期間振幅 0 IREのラスタ信号 (入力信号 1) を
入力する。 

(2) 端子 20、21、22を 0.1 µFのコンデンサを介して GNDに接続
する。 

(3) 端子 14、15、16の絵柄期間の DCレベル RY/GY/BYを測定す
る。 

(4) 端子 19に 4 Vを印加する。 

(5) 端子 14、15、16の絵柄期間の DCレベル RT/GT/BTを測定す
る。 

(6) 以下を求める。 

 ∆R = RT − RY 

 ∆G = GT − GY 

 ∆B = BT − BY 

 ∆VR-G = ∆R − ∆G 

 ∆VG-B = ∆G − ∆B 

 ∆VB-R = ∆B − ∆R 

T18 内部/外部色差間 RGB出力 DCオ
フセット 

/∆VR 

/∆VG 

/∆VB 

RGB Mute: 0 

Y Mute: 1 

R/G/B cut off: 128 

Color: 127 

Uni-color: 127 

CbCr/UV: 1 

UV SW: 0/1 

その他のデータ:  

プリセット値 

(1) 端子 43、44、45、47を無入力 (カップリングコンデンサおよ
び 75 Ω 終端抵抗のみ) にする。 

(2) UV SWを 0から 1に変えたときの端子 14、15、16出力 DC
電圧差 ∆VR、∆VG、∆VBを測定する。 

 

Amplitude V0 
#44 
input 

pin 47 
input 

Sinusoidal wave 
Frequency f0 



TB1253AN 

2002-11-14 56 

DEFブロックブロックブロックブロック 

測定 
条件 項目/記号 Bus条件 測定方法 

D1 AFC停止期間 

/TAFCOFF 

全データ:  

プリセット値 

(1) 端子 47に映像信号を入力する。 

(2) 端子 35の TAFCOFFを測定する。 

D2 H OUT発振開始電圧 

/VHON 

全データ:  

プリセット値 

(1) 端子 2、13、23、53をオープンにする。 

(2) 端子 30を抵抗 270 Ωを介して端子 36に接続する。 

(3) 端子 36の電圧を増加させ、H OUTパルスが端子 34に現れ
るときの電圧 VHONを測定する。 

 

D3 H OUTパルスデューティ 

/WHOUT 

全データ:  

プリセット値 

(1) 端子 34で tOUT1 と tOUT2を測定する。 

(2) 以下を求める。 

 WHOUT = tHOUT1/(tHOUT1 + tHOUT2) × 100 

 

 

D4 水平自走発振周波数 

/fHFR 

全データ:  

プリセット値 

(1) 端子 47を無入力にする。 

(2) 端子 34の H OUT周波数 fHFRを測定する。 

D5 水平発振周波数可変範囲 

/fHMAX   

/fHMIN 

全データ:  

プリセット値 

(1) 端子 35に外部電源を接続する。 

(2) 外部電源電圧を変えて、端子 34 の H OUT 周波数の最大
fHMAXと最小 fHMINを測定する。 

D6 水平発振周波数制御感度 

/βHAFC 

全データ:  

プリセット値 

(1) H OUT周波数が 15.734 kHzになるように、端子 35の電圧
VH15.734を調整する。 

(2) 端子 35の電圧を VH15.734 + 500 mVと VH15.734 − 500 mV
に設定し、H OUT周波数 FHHIGHと FHLOWを測定する。 

(3) 以下を求める。 

(4) βHAFC = (FHHIGH − FHLOW)/1000 

D7 水平引き込み周波数範囲 

/∆fHPH   

/∆fHPL 

全データ:  

プリセット値 

(1) 端子 47に映像信号を入力する。 

(2) 水平周波数を 17 kHzから減少させ、端子 34の H OUT出力
が入力信号に同期するときの周波数 fHPHを測定する。 

(3) 水平周波数を 14 kHzから増加させ、端子 34の H OUT出力
が入力信号に同期するときの周波数 fHPLを測定する。 

(4) 以下を求める。 

 ∆fHPH = fHPH − 15734  

 ∆fHPL = 15734 − fHPL 

D8 H OUT電圧 

/VHOUTH   

/VHOUTL 

全データ:  

プリセット値 

(1) 端子 34の H OUTの highレベル VHOUTHを測定する。 

(2) 端子 34の H OUTの lowレベル VHOUTLを測定する。 

D9 水平発振周波数 VCC依存性 

/∆FHVCC 

全データ:  

プリセット値 

(1) H VCC (端子 36) を 8.5 Vと 9.5 Vに設定し、端子 34の H 
OUT周波数 FHVCCHと FHVCCLを測定する。 

(2) 以下を求める。 

 ∆FHVCC = (FHVCCH − FHVCCL)/1 

D10 AFC2保持範囲 

/PHFBP+ 

/PHFBP− 

全データ:   

プリセット値 

(1) 端子 47に映像信号を入力する。 

(2) 端子 31の FBP 入力位相を変えて、入力信号と FBPの同期
が外れるときの端子 34 H OUTの立ち上がりに対する FBP
の立ち上がりの位相差 PHFBP+ (+方向)、PHFBP− (−方向) を
測定する。 

tHOUT1 tHOUT2 
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測定 
条件 項目/記号 Bus条件 測定方法 

D11 水平位相可変範囲 

/∆PHHPOS+ 

/∆PHHPOS− 

H Position: 0/16/31 

その他のデータ:  

プリセット値 

(1) 端子 47に映像信号を入力する。 

(2) 端子 47入力信号の Hsyncに対する端子 34 H OUTの位相差
PHHP16を測定する。 

(3) H Positionを 0/31にして、(2) と同様に位相差 PHHP0と位
相差 PHHP31を測定する。 

(4) 以下を求める。 

 ∆PHHPOS+ = PHHP31 − PHHP16 (進む方向) 

 ∆PHHPOS− = PHHP0 − PHHP16 (遅れる方向) 

D12 水平曲がり補正制御範囲 

/∆PHHCOR+ 

/∆PHHCOR− 

全データ:   

プリセット値 

(1) 端子 47に映像信号を入力する。 

(2) 端子 1をオープンにしたときの端子 47入力信号の Hsyncに
対する端子 34 H OUTの位相差 PHHCOR0を測定する。 

(3) 端子 1 に外部電圧 5.5 V を印加して、(2) と同様に位相差
PHHCOR+を測定する。 

(4) 端子 1 に外部電圧 0.5 V を印加して、(2) と同様に位相差
PHHCOR−を測定する。 

(5) 以下を求める。 

 ∆PHHCOR+ = PHHCOR+ − PHHCOR0 (進む方向) 

 ∆PHHPOS− = PHHCOR− − PHHCOR0 (遅れる方向) 

D13 AFC-2パルスしきい値 

/VAFC2 

全データ:   

プリセット値 

(1) 端子 47に映像信号を入力する。 

(2) 端子 31FBP 入力の High レベル電圧を高いほうから減少さ
せ、入力信号と FBPの同期が外れるときの電圧 VAFC2を測
定する。 

D14 H-BLKパルスしきい値 

/VHBLK 

全データ:   

プリセット値 

(1) 端子 47に映像信号を入力する。 

(2) 端子 31FBP 入力の High レベル電圧を低いほうから増加さ
せ、端子 14の R OUTに Hブランキングが掛かり始める電
圧 VHBLKを測定する。 

D15 Hワイド BLK率 

/∆WWHBLK 

H BLK: 0/1 

その他のデータ:  

プリセット値 

(1) 端子 47に映像信号を入力する。 

(2) 端子 14 R OUTの Hブランキング幅WHBLKを測定する。 

(3) H BLKを 1に設定する。 

(4) (2) と同様に Hブランキング幅WWHBLKを測定する。 

(5) 以下を求める。 

 ∆WWHBLK = WWHBLK/WHBLK × 100 

 図 D1を参照。 

D16 ノイズ検出レベル 

/VNDET1 

/VNDET2 

/VNDET3 

/VNDET4 

Noise Det Level:  

00/01/10/11 

その他のデータ:  

プリセット値 

(1) 端子 47に 10 MHz CWを重畳した映像信号を入力する。 

(2) CW振幅を上げていき、リードバスの Noise Detが 1となる
振幅 VNDET1を測定する。 

(3) Noise Det Levelを 01/10/11にして、(2) と同様に VNDET2、
VNDET3、VNDET4を測定する。 
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測定 
条件 項目/記号 Bus条件 測定方法 

D17 ゲートパルス開始位相 

/PHGP 

 

ゲートパルス幅 

/WGP 

全データ:   

プリセット値 

(1) 端子 47に映像信号を入力する。 

(2) 下記の図のように、PHGPとWGPを測定する。 

 

 

D18 垂直発振開始電圧 

/VVON 

全データ:   

プリセット値 

(1) 端子 2、23、53をオープンにする。 

(2) 端子 30を抵抗 270 Ωを介して端子 36に接続する。 

(3) 端子 36の電圧を増加させ、V OUT信号が端子 38に現れる
ときの電圧 VVONを測定する。 

D19 垂直発振自走周波数 

/fVFR 

全データ:  

プリセット値 

(1) 端子 47を無入力にする。 

(2) 端子 38の V OUT周波数 fVFRを測定する。 

D20 ゲートパルス Vマスク期間 

/TGPM 

全データ:   

プリセット値 

(1) 端子 47に映像信号を入力する。 

(2) 端子 31出力におけるゲートパルス停止期間 TGPMを測定す
る。 

D21 垂直停止時の V OUT DC 

/VVSTOP 

V Stop: 1  

その他のデータ:  

プリセット値 

(1) V-stopを 1に設定する。 

(2) 端子 37の DCレベル VVSTOPを測定する。 

D22 垂 直 引 き 込 み 周 波 数 範 囲 
(normal)   

/fVNORL   

/fVNORH  

 

垂直引き込み周波数範囲 (sync)  

/fVSYNCL 

/fVSYNCH 

 

垂直引き込み周波数範囲 (48 Hz) 

/fV48L   

/fV48H 

V-Freq: 00/11 

V-Freq48 Hz: 0/1 

その他のデータ:  

プリセット値 

(1) 端子 47に映像信号を入力する。 

(2) V Freqを 00、11にして、入力垂直期間を 220 Hから 0.5 H
ステップで増加させ、入力信号が V OUT信号 (端子 38) と
同期するときの垂直期間 FVNORL、FVSYNCLを測定する。 

(3) V Freqを 00、11にして、入力垂直期間を 360 Hから 0.5 H
ステップで減少させ、入力信号が V OUT信号 (端子 38) と
同期するときの垂直期間 FVNORH、FVSYNCHを測定する。 

(4) V Freq48 Hzを 1にして、入力垂直期間を 220 Hから 0.5 H
ステップで増加させ、入力信号が V OUT信号 (端子 38) と
同期するときの垂直期間 FV48Lを測定する。 

(5) V Freq48 Hzを 1にして、入力垂直期間を 360 Hから 0.5 H
ステップで増加させ、入力信号が V OUT信号 (端子 38) と
同期するときの垂直期間 FV48Hを測定する。 

D23 Vfreq強制モード時、垂直期間 

/TV262.5 

/TV263 

V-Freq: 01/10 

その他のデータ:  

プリセット値 

(1) V Freqを 01、10にして、端子 31GP OUTの V周期 TV262.5、
TV263を測定する。 

D24 V-BLK開始位相 

/PHVBLK 

 

V-BLK幅 

/WVBLK 

全データ:   

プリセット値 

(1) 端子 47に映像信号を入力する。 

(2) 端子 14 出力において、V ブランキング出力を開始する時間
TVBLKと Vブランキングの幅WVBLKを測定する。 

#47 Input 

#35 H AFC 

#31 GP OUT 

PHGP

4.7 µs 

63.5 µs 

WGP 
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測定 
条件 項目/記号 Bus条件 測定方法 

D25 Vワイド BLK位相 

/PHWVBLK 

V BLK Upper:  

01/10/11 

V BLK Lower:  

01/10/11 

その他のデータ:   

プリセット値 

(1) 端子 47に映像信号を入力する。 

(2) V BLK Upperを 01、10、11にして、端子 14の画面上部側
の V ブランキング (黒レベル) が終わる時間 PHWVBLKT1、
WWVBLKT2、WWVBLKT3を測定する。 

(3) V BLK Lowerを 01、10、11にして、端子 14の画面下部側
の V ブランキング (黒レベル) が始まる時間 PHWVBLKB1、
WWVBLKB2、WWVBLKB3を測定する。 

 図 D2を参照。 

D26 GPハイレベル 

/VGPH 

 

FBPハイレベル 

/VFBPH 

全データ:   

プリセット値 

(1) 端子 47に映像信号を入力する。 

(2) 端子 31におけるGP出力のハイレベル VGPHと FBP入力の
ハイレベル VFBPHを測定する。 

D27 Vランプ振幅 

/VVRAMP 

全データ:  

プリセット値 

(1) 端子 37の Vランプ信号振幅 VVRAMPを測定する。 

D28 垂直出力振幅 

/VVOUT 

 

垂直振幅可変範囲 

/∆VVOUT+ 

/∆VVOUT− 

V Size: 0/64/127 

V S Corr: 6 

その他のデータ:  

プリセット値 

(1) 端子 38の V OUT信号振幅 VVOUTを測定する。 

(2) V Sizeを 127、0にして、振幅 VVOUT+、VVOUT−を測定する。 

(3) 以下を求める。 

 ∆VVOUT+ = (VVOUT+ − VVOUT)/VVOUT × 100 

 ∆VVOUT− = (VVOUT− − VVOUT)/VVOUT × 100 

D29 V-リニアリティ可変範囲 

/∆VLIN+ 

/∆VLIN− 

V Linearity: 0/8/15 

V S Corr: 6 

その他のデータ:  

プリセット値 

(1) V Linearityを 8にして、端子 38の V1CENT (センタから最大) 
と V2CENT (センタから最小) を測定する。 

(2) V Linearityを 15と 0にして、同様に V1MAX、V2MAX、V1MIN、
V2MINを測定する。 

(3) 以下を求める。 

 ∆VLIN+ = −∆VLIN−  
 = 100 × (V1MIN − V1MAX + V2MAX − V2MIN)/ 
  2 × (V1CENT + V2CENT) 

D30 V-S補正可変範囲 

/∆VS+ 

/∆VS− 

V S Corr.: 0/6/15  

その他のデータ:  

プリセット値 

(1) V-S Correctionを 0にして、端子 38の振幅 V38MINを測定す
る。 

(2) V-S Correctionを 6にして、端子 38の振幅 V38CENTを測定
する。 

(3) V-S Correctionを 15にして、端子 38の振幅 V38MAXを測定
する。 

(4) 以下を求める。 

 ∆VS+ = 100 × (V38CENT − V38MAX)/V38CENT 
∆VS− = 100 × (V38CENT − V38MIN)/V38CENT 

D31 垂直センタリング可変範囲 

/∆VVCENT+ 

/∆VVCENT− 

V Centering:  

0/32/63  

V S Corr: 6 

その他のデータ:  

プリセット値 

(1) 端子 38の DC電圧 VVCENTを測定する。 

(2) V Centering を 0、63 にし、端子 38DC 電圧 VVCENT+、
VVCENT−を測定する。 

(3) 以下を求める。 

 ∆VVCENT+ = (VVCENT+ − VVCENT)/VVOUT × 100 

 ∆VVCENT− = (VVCENT− − VVCENT)/VVOUT × 100 

D32 EHT補正垂直振幅 

/∆VEHT 

V EHT: 0/7 

V S Corr: 6 

その他のデータ:  

プリセット値 

(1) 端子 26 (EHT IN) に 6 Vを印加する。 

(2) V.EHTを 0に設定し、端子 38 (V OUT) の振幅 VEHT (0) を
測定する。 

(3) V.EHTを 7に設定し、端子 38 (V OUT) の振幅 VEHT (7) を
測定する。 

(4) 以下を求める。 

 ∆VEHT = (VEHT (7) − VEHT (0))/VEHT (0)) × 100% 
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測定 
条件 項目/記号 Bus条件 測定方法 

D33 Hサイズ可変範囲 

/VEWDCMAX 

/VEWDCMIN 

H size: 0/63 

その他のデータ:  

プリセット値 

(1) 端子 29 (EW OUT) のパラボラ波形が対照的になるように
EW Trapeziumビットを調整する。 

(2) 端子 26 (EHT IN) に 1 Vを印加する。 

(3) H Sizeを 0に設定する。端子 29 (EW OUT) のパラボラ波形
の底の DC電圧 VEWDCMAXを測定する。 

(4) H Sizeを 63に設定する。(3) と同様に VEWDCMINを測定す
る。 

D34 EWパラボラ補正  
(max) (parabola) 

/VEWPMAX 

 

EWパラボラ補正  
(min) (parabola) 

/VEWPMIN 

EW Parabola Corr:  

0/63 

その他のデータ:  

プリセット値 

(1) 端子 29 (EW OUT) のパラボラ波形が対照的になるように
EW Trapeziumビットを調整する。 

(2) 端子 26 (EHT IN) に 1 Vを印加する。 

(3)  EW Parabolaを 0に設定する。端子 29 (EW OUT) の波形
振幅 VEWPMAXを測定する。 

(4) EW Parabolaを 63に設定する。端子 29 (EW OUT) の波形
振幅 VEWPMINを測定する。 

D35 EWコーナー補正 (corner) 

/VCORTMAX 

/VCORTMIN 

/VCORBMAX 

/VCORBMIN 

EW Corner Top:   

0/16/31 

EW Corner Bottom:  

0/16/31 

H Size: 00 

EW Parabola: 63 

その他のデータ:  

プリセット値 

(1) 端子 29 (EW OUT) のパラボラ波形が対照的になるように
EW Trapeziumビットを調整する。 

(2) 端子 26 (EHT IN) に 1 Vを印加する。 

(3) 以下 (4)~(6) をトップとボトムそれぞれについて行う。 

(4) EW Cornerを 16に設定し、端子 29 (EW OUT) の波形上部
の平らな部分の DC電圧 VCR (16) を測定する。 

(5) EW Cornerを0、31に設定し、(4) と同様にVCR (0)、VCR (31) 
を測定する。 

(6) 以下を求める。 

 VCORMAX = VCR (31) − VCR (16)  

 VCORMIN = VCR (0) − VCR (16)  

D36 EW台形補正 

/VTRMAX 

/VTRMIN 

EW Trapezium:  

0/調整/63 

その他のデータ:  

プリセット値 

(1) 端子 29 (EW OUT) のパラボラ波形が対照的になるように
EW Trapeziumビットを調整する。 

(2) 端子 26 (EHT IN) に 1 Vを印加する。 

(3) 端子 29 (EW OUT) の対称波形のセンタ (最低レベル) に対
して、EW Trapeziumを 0、63に設定したときのパラボラ波
形の最低レベルとの時間差∆TTRMIN、∆TTRMAXを測定する。 

(4) 以下を求める。 

 VTRMAX = ∆TTRMAX/16.7 ms 

 VTRMIN = ∆TTRMIN/16.7 ms 

D37 EHT補正 (EW振幅) 

/∆VEWP EHT 

H.EHT: 0/7 

その他のデータ:  

プリセット値 

(1) 端子 29 (EW OUT) のパラボラ波形が対照的になるように
EW Trapeziumビットを調整する。 

(2) 端子 26 (EHT IN) に 6 Vを印加する。 

(3) H.EHTを 0に設定し、端子 29 (EW OUT) の振幅VEWEHT (0) 
を測定する。 

(4) H.EHTを 7に設定し、端子 29 (EW OUT) の振幅VEWEHT (7) 
を測定する。 

(5) 以下を求める。 

(6) ∆VEWPEHT  
= (VEWEHT (7) − VEWEHT (0))/VEWEHT (0)) × 100% 

D38 EHT補正 (EW DC) 

/VEWDCEHT 

H.EHT: 7 

その他のデータ:  

プリセット値 

(1) 端子 29 (EW OUT) のパラボラ波形が対照的になるように
EW Trapeziumビットを調整する。 

(2) 端子 26 (EHT IN) に 6 Vを印加する。 

(3) H.EHTビットを 7に設定し、端子 29 (EW OUT) の底の DC
電圧 VEWDCEHTを測定する。 
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測定 
条件 項目/記号 Bus条件 測定方法 

D39 EW出力インピーダンス 

/REW 

全データ: 

プリセット値 

(1) V-Stopを 1とする。 

(2) 端子 29 (EW-OUT) の電圧を測定する。(V29a)  

(3) 端子 29を外付け抵抗 1 kΩを介して GNDに接続し、そのと
きの端子 29の電圧を測定する。(V29b) 

(4) 端子 29から外付け抵抗 1 kΩを介して GNDに流れる電流を
測定する。(I29b) 

(5) EW出力インピーダンスを求める。 

 REW = (V29a − V29b)/I29b [Ω] 

 

D40 字幕イン変曲点 

/VVTURN 

 

字幕イン圧縮率 

/VVCOMP 

Caption: 0/1 

V S Corr: 6 

その他のデータ:  

プリセット値 

(1) 端子 38をモニタする。 

(2) Caption を 1 にして、図 D3 において傾きが変わる変曲点
VVTURNと振幅の圧縮率 VVCOMPを測定する。 

D41 X Ray ON電圧 

/VXON 

 

X Ray保持電圧 

/VXH 

全データ:  

プリセット値 

(1) 端子32に抵抗10 kΩを介して、外部電源を接続する (対GND
に 150 kΩ付き)。 

(2) 外部電源電圧を上げていき、端子 34 H OUTが出力されなく
なる電圧を測定する。 

(3) (2) の状態から外部電源を外し、端子 32電圧 VXHを測定す
る。 
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測定回路図測定回路図測定回路図測定回路図 
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測定用信号測定用信号測定用信号測定用信号 

入力信号入力信号入力信号入力信号 1 入力信号入力信号入力信号入力信号 4 
ラスタ信号 

 

 

 

正弦波信号 

 

 

 

入力信号入力信号入力信号入力信号 2 入力信号入力信号入力信号入力信号 5 
ランプ信号 

 

 
 

レインボーカラーバー 
 

 
 

入力信号入力信号入力信号入力信号 3  
スイープ信号 

 

 

 

 

振幅

振幅

振幅

V sync 

振幅

周波数 f0 

180° 

バ
ー
ス
ト
信
号

 

150° 
第

1
信
号

 
120° 

第
2
信
号

 

90° 

第
3
信
号

 

60° 

第
4
信
号

 

30° 

第
5
信
号

 

0° 

第
6
信
号

 

−30° 

第
7
信
号

 

−60° 

第
8
信
号

 

−90° 

第
9
信
号
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外形図外形図外形図外形図 

 
 
質量: 5.55 g (標準) 
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• 当社は品質、信頼性の向上に努めておりますが、一般に半導体製品は誤作動したり故障することがあります。当
社半導体製品をご使用いただく場合は、半導体製品の誤作動や故障により、生命･身体･財産が侵害されることの
ないように、購入者側の責任において、機器の安全設計を行うことをお願いします。 
なお、設計に際しては、最新の製品仕様をご確認の上、製品保証範囲内でご使用いただくと共に、考慮されるべ
き注意事項や条件について｢東芝半導体製品の取り扱い上のご注意とお願い｣、｢半導体信頼性ハンドブック｣など
でご確認ください。 

• 本資料に掲載されている製品は、一般的電子機器 (コンピュータ、パーソナル機器、事務機器、計測機器、産業用
ロボット、家電機器など) に使用されることを意図しています。特別に高い品質･信頼性が要求され、その故障や
誤作動が直接人命を脅かしたり人体に危害を及ぼす恐れのある機器 (原子力制御機器、航空宇宙機器、輸送機器、
交通信号機器、燃焼制御、医療機器、各種安全装置など) にこれらの製品を使用すること (以下 “特定用途” とい
う) は意図もされていませんし、また保証もされていません。本資料に掲載されている製品を当該特定用途に使用
することは、お客様の責任でなされることとなります。 

• 本資料に掲載されている製品は、外国為替および外国貿易法により、輸出または海外への提供が規制されている
ものです。 

• 本資料に掲載されている技術情報は、製品の代表的動作･応用を説明するためのもので、その使用に際して当社お
よび第三者の知的財産権その他の権利に対する保証または実施権の許諾を行うものではありません。 

• 本資料の掲載内容は、技術の進歩などにより予告なしに変更されることがあります。 
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